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第 1章調査の経緯と経過

平成20年度，高松市都市蟄俯部下水道建設課（以下，

下水道建設課）より高松市立城内中学校跡地（高松市

玉藻町 5番17号）地内に予定する公共下水道管埋設用

立坑築造工事および既設下水道管迂回路設置工事につ

いて，高松市教育委員会教育部文化財課（以下，文化

財課）に照会があり，史跡高松城跡に隣接しているこ

とから事前に確認調査を実施することで合意した。

確認調査の結果，石列および集石などの遺構を検出

し，陶磁器などの出土品が認められた。加えて，当地

点は高松城に関する絵地医において三ノ丸御門，番所

と記された箇所に相当し，城の構成を端的に示す地点

であり，事前の保護措置が必要な埋蔵文化財包蔵地で

あると判断した。

こうしたことから当該工事に先立ち，平成21年 3月

9日付けで「埋蔵文化財発掘の通知」（文化財保護法

第94条第 1項）を高松市長より香川県教育委員会（以

下，県教委）に提出し，同月 19日に県教委から事前の

発掘調査を実施する旨の通知があった。

以上の経緯のもと，平成21年度から雨水管渠整備事

業に伴う埋蔵文化財発掘調査として，平成23年4月9

日付けで「埋蔵文化財発掘調査について」（文化財保

護法第99条第 1項）を提出し，同日，高松市教育委

員会直営事業として発掘調査に着手した。

現地発掘調査の進捗に伴い，調在地の北端において

往時の高松城中堀に相当する石垣が存在することを確

認した。この石垣は昭和59年に史跡の追加指定を

けた東ノ丸石垣の延長部分に祖当し，今後の史跡高松

城跡保存整備においても重要な価値をもつことから現

状保存することが望ましいとして下水道建設課と協議

を行なった。石垣を撤去しなければ工事の施行は困難

な状況であったが，工法を検討した結果，立坑の寸法

縮小と既設下水道幹線を利用し，仮設水路設置を不要

とする計画変更を採用し，石垣の現状保存を図ること

ができた。

この計画変更により立坑位置など工事範囲が南西に

やや広がることから，この計画範囲を調査対象に含め

るとともに，中堀の範囲について明確な資料を得る必

要性から調在地を北へ拡張し調査を継続した。その後

7月4日に中堀石垣を一般公開する現地説明会を開催

し同月 13には石垣の埋め戻しを終えて，現地調査

を完了した。

整理作業については，平成21年度の現地調査終了後

から平成23年度まで高松市教育委員会直営事業として

実施したが出土した金属製品の保存処理については

第一合成株式会社，遺物の写真撮影については西大寺

フォトの委託業務として完了した。

第1図調壺地位置図 (1/5,000)
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第2章地理的。歴史的環境

l節地涅的環境（第 2

瀬戸内海に北面した香川県中央に，低い山塊に囲ま

れた高松平野がある。高松平野は西側が南から五色台

へと続く山地東側が立石山山地によって取り囲まれ

た東西20km, 南北16kmの範囲に及ぶ。またこの平

野は，讃岐山脈から北流し瀬戸内海へ注ぐ香東川をは

じめ本津川・春日川・新川などによって形成された扇状

地でもある。高松城の城下町として発展した高松市街

地は，香東川の東流路が瀬戸内海に注ぐ河口の中洲や

砂堆上に立地する。香東川は現在，石清尾山塊の西を

直線に北流する西流路のみだが， 17世紀初頭，高松藩

に招かれた西嶋八兵衛の河川改修によって一本化され

たものであるが， この廃川直前の流路は，現在，御坊

川としてその名残をとどめる。

第2節歴史的環境（第3図参照）

高松市街地ではじめて人的活動が認められるのは，

松平大膳家上屋敷跡における発掘調査地点で，弥生時

代後期の土器を伴う柱穴が多数検出されたほか，平安

時代前期の溝が確認されている。この後，平安時代後

期には，この地域は箆原郷と呼ばれ安楽寿院領である

野原庄が高松城跡の南方に比定されている。野原庄に

ついては白河院の勅使田が応徳年間頃 (11世紀末菓）

に立券荘号されたもので，康治 2年 (1143) 8月19日

の太政官符では野原庄の四至が条里により表記されて

おり，条里地割および条里呼称がこの地に普及してい

たことが分かる。中世に入ると荘園以外にも，文安2

年 (1445)の「兵庫北関入船納帳」に船籍地としてあり，

港湾施設の存在がうかがわれる。高松城跡西の丸地区

の発掘調壺では， 11懺紀後半から13祉紀前半の港湾施

設に加えて搬入土器が高い比率で認められ，東浜に相

当する東町奉行所跡の調査でも，同時期となる舟入状

の流路を確認し，高比率の搬入土器が認められる。ま

た浜ノ町遺跡では，白磁四耳壺の埋納遣構や区画溝を

もつ13世紀末から15世紀末の集落跡が確認された。中

世末期の状況を端的に示す事例に，寿町一丁目地区の

発掘で出士した「野原濱村尤量壽院」の刻書瓦が挙げ

られる。県内有数の古刹，無量壽院は天文年間に野原

郷八輪島に移転し，高松城築城に際して更なる移転を

余儀なくされたことがその寺記にみられ，発掘成果と

一致する。このことから，中世末期には寺院を有する

経済的基盤をもつ港町であったと考えられ，砂堆や中

洲l上に中世都市が立地する状況は，博多や草戸千軒遣

跡にもあるように全国的な傾向に合致する。こうした

背景のもと，当地に高松城が築かれ城下町が整備され

たと理解される。

高松城および城下町を造ったのが，豊臣秀吉の家臣，
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第2図 高松市および市域における位置図

生駒親正である。秀吉の四国征伐により，天正13年

(1585)長宗我部元親が降伏，讃岐国は仙石秀久・十河

存保に与えられ，その後尾藤知宣の領国となったが，

天正15年 (1587) には生駒親正が入封し讃岐17万石

を領し，翌天正16年から数ヵ年を要し高松城を完成さ

せた。北の守りは瀬戸内海に委ね，堀には海水を導く

水城とされ，南方は大手（旧太鼓門）を構え，南側に

城下町が展開する「後堅固Jの城でもある。城の構造は，

内堀・中堀・外堀となる三重の堀をめぐらし，内堀より

内側に本丸・ニノ丸・三ノ丸などの曲輪を配する。本丸

は更に堀により他の曲輪と独立し，本丸とニノ丸をつ

なぐ鞘橋を落とすことで敵の侵入を防ぐ構造で，本丸

には天守と地久櫓を備える。

寛永17年 (1640)御家騒動により生駒氏は転封，代

わって寛永19年には松平頼重が城主となり東讃岐12万

石を領した。頼重は城の改修を度々行い，寛文11年

(1671) 頃には東ノ丸を新造した他，月見櫓・続櫓・渡

櫓などを造り，北に設けた水手御門より直接海へ出人

りができるようにした。以後松平氏は高松城主とし

て明治維新を迎える。高松城は昭和29年 (1954) に松

平氏より高松市に譲渡され，翌年玉藻公園として市民

に開放されるとともに，史跡として国指定され文化財

の保護が図られている。

高松城に関する発掘調査は，現在まで多数の事例を

もつ。本丸では天守台と地久櫓台の石垣解体時に，地



第3図 高松城跡周辺発掘調査地位置図

1. 東ノ丸跡（県民ホール地区） 2. 水手御門 3. 県民小ホール地区 4. 香川県歴史博物館地区 5. 西の丸町地区 II 6. 西の丸町地

区III 7. 作事丸 8. 西内町 9. 地久櫓 10. 高松北警察署地区 11. 内町 12. 三の丸 13. 西の丸町地区 I 14. 地久櫓台 15. 丸の内

地区 16. 松平大膳家中屋敷跡 17. 松平大膳家上屋敷跡 18. 三の丸，竜櫓台北側 19. 西の丸町D地区 20. 丸の内 21. 寿町一丁目（無

量壽院） 22. 中堀，北浜町 23. 丸の内，都市計画道路高松海岸線街路事薬 24. 丸の内．再生水管布設工事 25. 丸の内，個人住宅建

設 26. 二の丸．玉藻公園西門料金所整備工事 27. 外堀，西内町，共同住宅建設 28. 丸の内，共同住宅建設 29. 東町奉行所跡 30. 西

の丸町 31. 丸の内 32. 片原町遣跡 33. 鉄門 34. 厩跡 35. 外堀，兵庫町 36. 寿町二丁目地区 37. 天守台 38. 江戸長屋 I 39. 江戸

長屋II 40. 丸の内 41. 浜ノ町遣跡 42. 扇町一丁目遣跡 43. 生駒親正夫妻墓所 44. 二番［小学校遣跡 45. 亀井戸跡 46. 大井戸 47. 

雑賀城跡 48. 本町地区 49. 紺屋町遣跡 50. 大手前地区城内中学校跡地

下室をもつことが判明した。 何れも壁面は石積みに

より構築された地下 1階相当のもので，天守台には西

面に出人り口を備えるが，地久櫓台にはなく建物内に

付随していたものと考えられる。ニノ丸入り口にあた

る鉄門の袖石垣解体時には，半地下式で小形の穴蔵が

確認され，凝灰岩製の切石による床・壁面構造をもっ

ことが判明している。また東の丸での香川県歴史博物

館（現，香川県立ミュージアム）建設に伴う調査では，

東ノ丸新造に際し開削された中堀が検出されている。

以上のような中堀の内側，内曲輪において確認された

遺構は，何れも松平初期に行われた改修に相当するも

のと考えられている。一方，武家地となる外曲輪につ

いても，近年，調査事例が増加した。広範に調査が行

われた西の丸町地区では，生駒期の重臣，上坂勘解由

や松平期に大老職を占めた大久保家に由来する木簡や

家紋瓦が出土したほか絵地図と合致する鍵型の街路
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を検出するなど，各期における屋敷割の状況が明らか

となった。旧大手前にあたる丸の内地区では，藩主連

枝である松平大膳家の家紋をもつ理兵衛焼，瓦が出土

し，検出された街路及び門跡が絵地図と合致し，その

屋敷であることが判明している。外堀大手に面した内

町の厩跡では，弘化年間の絵地図にその跡が記載され

た生駒時代末期の大形となる井戸状遺構が検出され，

その石積みから生駒家家紋が刻まれた石材が見つかっ

ている。この他，外堀の東口付近となる鶴屋町では，

松平末期の絵地図に記された東町奉行所に相当する地

点で，その堀跡とみられる遺構が確認されている。こ

のように外曲輪では松平期の絵地図，文献資料と発掘

成果が対応する事例が数多くみられ，概ね屋敷割の変

遷を辿ることができる。



第3章調査の成果

l箇調査範悶およ

城内中学校跡地内で調査対象としたのは，当初のエ

事計画において既設下水道幹線以南の立坑設置箇所な

らびに，その北側を迂回する仮設下水路線の工事予定

箇所であるが東西方向に埋設された既設下水道幹線

により調査地は南北に分割される。既述のとおり高松

城中堀跡の確認のため，北部については北西方向に調

査範囲を広げ，第2遣構面において中堀石垣を検出し

中堀の隅部を確定した。現状保存が決定したことから，

この隅部の確認をもって調査地北部についての調査を

完了した。一方，調査地南部については立坑の設置位

置および寸法の変更により，工事範囲が当初よりやや

南西に広がることになったため，これに対応する範囲

で第 1~3遣構面まで調査を実施した。

調壺方法は，重機および人力を併用し遺構面までの

掘削・精査を行なった。遣構面設定後，遺構調査掘削

を人力により実施し，写真撮影ならびに測量・図化作

業を併行して行った。なお測量の基準点については，

委託業務により 4級基準点及び水準点を設置し，これ

をもとに遺構図土層図等の作成を1/20縮尺で行った。

第2節 主要遺構と基本層序（第4~7図参照）

第1遺構面では，試掘調査で確認した遺構群の検出

を目的とし，調査地南部で礎石建物SBlOl, これに付

随する低墓壇の縁石SFlOlおよび地下遺構SUlOl, 廃

棄土坑SK108を，北部では道路側溝SF103, これと接

する石畳の路SF102ならびに建物跡と考えられる石組

の基礎SF104を確認した。道路側溝SF103は，調査地

南部において東西方向に確認したコンクリート製路肩

SF105と対となり城内中学校以前に存在した旧道路

跡を示す。いずれも戦災あるいは戦後において廃絶す

る遺構であることを確認した。

上述のとおり調査地北部については第 1遺構面の

下位で高松城中堀石垣を確認し，隅部の検出までに留

めた。中堀南面石垣の上部に構築されているSF103が

コンクリートに固められており，撤去には石垣破損の

恐れがあったため，これを残した状態で検出している。

埋没時期は上位面および出士遣物から， 19世紀末頃が

考えられる。南部については， 17世紀後半の遺物を包

含する整地層 (G層）の上・下面において，第 2遺構

面の確認を行なった。 SBlOlの下層遣構に相当し，礎

石据付坑および根石であるSK206~ 212ほか土坑，溝

状遣構など， SD202を除きG層上面で確認している。

いずれの遺構も出士遣物に乏しいが，所属時期につい

てはG層および上位遣構面どの関係から， 17世紀後半

から19世紀代と考えられる。
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南部のみで確認した第 3遺構面については，東部

で焼土を伴い広範囲に広がるSX364, 集石および埋納

遺構に加え， SD301・302およびSX380~ 382に区画さ

れるように柱穴群を検出し， SB301として復元した。

SD302以西では廃棄土坑SK310を認めるが，遣構は希

薄となる。出土遺物から17世紀初頭の遺構面となって

いる。

以下，調査地壁面で観察された土層を特徴および遣

構面との関係からA~I層に分類し基本層序とする。

A層：花尚土を基本とする城内中学校校庭の造成土。

調査地南東部では，学校砂場およびその排水層である

玉砂利層が，第 1遺構面検出の旧道路跡コンクリート

製路屑基壇縁石SFlOlを壊す。

Bl層：調査地北部， A層下で認められる砂礫を基調と

した層。戦災痕を含まず，既設の下水道幹線ならびに

路面整備に関する整地層と考えられる。

B2層： Bl層の下位で，若干の戦災痕ならびにコンク

リート片を含む層。 SF102, SF103, SF104の覆土。

Cl層：主に調査地南部で認められる焼土ならびに被熱

遣物を伴う整地層。戦災処理と考えられるSXlOlおよ

びSUlOl埋土についてもこれに該当する。

C2層：調査地南部で認められる被熱赤化層ならびに炭

化層。戦災層と考えられ，主にSBlOl, SFlOlの検出

時に確認した。

D層：調査地北部， B層あるいはCl層の下位で認めら

れる入念に整地された層。 SF102の基盤層となる中堀

の最終埋土やSF103裏込めならびにその路肩の整地が

該当する。

E層（整地1): 調査地南部で認められるSB101,

SFlOl, SUlOlの基盤層で，黄色粘土（土壁）塊，漆喰，

砂礫を含む。出土遣物から19世紀後半と考えられる。

F層（整地2): SBlOl付近のみで認められる賭地層。

オリーブ黄色砂礫を基調に粘土塊を含む層で， SBIOl

下層遣構であるSK206~ 212を被覆する。

G層（整地3): 調査地南部で認められる締まった粘質

士と砂質土との互層を基調とする整地層で，地鎖とみ

られる散銭や陶磁器ほか17世紀後半の遣物を一定量包

含する。この上面と下面で第2遣構面を検出した。

H層（整地4): 調査地南部において認められるG層下

位に堆積する砂質士層で，炭化物を含む整地層。 16世

紀末~17世紀初頭を中心に17世紀中葉までの遺物を

包含する。この下面で第 3遺構面を検出した。

I層：調査地南部において認められる第 3遣構面の基盤

層となる砂質土層。湧水を含み，無遺物層であること

から，当調査における地山層とした。
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第 3節 調査地北部の遺構。遺物

中堀跡（第 8-10図）

SXlOl調査時にSF103下邸において，北に面を揃え

た花岡岩の巨石が東西方向に並ぶことを確認し，絵地

図や県立ミュージアム建設に伴う調査で検出された石

垣との位置関係から，松平時代初期に開削された中堀

の南端東部に相当する可能性が高いと判断した。この

ため，既述のとおり中堀南東隅の確認を目的とし，調

査範囲を北西に広げ石垣の検出を行なった。この結果，

東西方向に延びる石垣はSF104の下部において北方向

に直角に折れて入隅となることから，中堀の南東隅で

あることが明らかとなった。

石垣の確認範囲は， SF102以西でSF104を撤去した

後中堀南面および西面が明確となる上方から 2段目

の上端部付近までで，隅部については更に埋土を掘り

下げ 2段目下端付近まで行なった。この際の検出長

は南北方向に 3m, 東西方向に7.5mで，主軸方位は

N-95°-Eを測る。また東西方向の石垣については第

1遣構面調査時にSF102下部を抜けて遺存しているこ

とが確認でき，更に以東に延びることが判明している。

調査終了後においては，石垣上面ならびに側面を土嚢

により養生し埋め戻しを行なった。

石垣の築石には花尚岩の割石あるいは自然石が用い

られ，高さ0.5m, 幅 lm前後の大きさのものが比較

的横目地が通るよう積まれている。上段ものには簾状

のノミ痕をもつものが多く，化粧仕上げを行なったも

のと考えられる。隅部については，上段で南面が先行

し下段では西面が先行するように積まれており，西面

の下段については縦石使いとなっている。石垣の高さ

ならびに中堀の深さに関しては未調査ではあるが，石

垣の天端は現況で標高 lmを測り，中堀が延長する県

立ミュージアム建設時に確認されている石垣が標高

-l.5m付近まで構築されていることから， 2.5m程度の

規模が推定される。石垣の勾配については，検出した

範囲の計測で西面が約78゚ ，南面は83゚を測る。

間詰石については，花尚岩および安山岩が用いられ

ている。また西面の石垣背面においては，裏込と考え

られる安山岩および花尚岩，閃緑岩が上面において検

出している。裏込石については後出するSF104などに

由来する石材と明確に区別できないが，西面上端より

1.5m付近で大きさならびに石材質が分かれることか

ら，安山岩の礫群となる背面側1.5m付近までが裏込

層である可能性が高いと考えられる。南面の裏込層に

ついてはSF103によって大きく壊され，この構築時に

上段の石垣が大きく損なわれたと考えられる。

中堀の埋没状況については，石垣の天端付近以高

についてはD層とした互層状の入念な整地層が認めら

れ， SF102等の構築基盤となっている。この下位で上
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段の築石下端付近までは地山層と酷似した砂層により

充填されているが，これ以下では，腐敗した木質遣物

など有機物を多量に含む泥炭化した堆積によって埋没

している。この泥炭層には多量の遺物が包含されてい

たが，建材ほか木質遺物に関しては今回取り上げず，

時期を判断できるよう陶磁器などコンテナ 3箱分につ

いて取り上げを行なった。取り上げた遺物については，

肥前系磁器碗・蓋・1IIl.瓶・段重，瀬戸・美濃系磁器碗・1IIl.

仏飯具・植木鉢， 白磁小杯，京。1言楽系陶器碗・灯明皿。

甕備前系陶器揺鉢。植木鉢，施釉陶器蓋・鍋・1IIl.灯火

具・瓶土師質土器大甕・規炉・大鉢，瓦質土器寵，軒丸・

平瓦などが認められ， これらの出土遺物から19世紀後

半頃に堀の大半が埋没し，機能を失っていたことが考

えられる。

1-17は，中堀埋土の泥炭層から出土した遣物で

ある。 1・2は肥前系磁器で，染付碗および碗蓋のセッ

ト。ともに微塵唐草，四方欅，環状松竹梅の染付文様

をもち，大橋V期に相当する。いずれも内面に被熱痕

が認められる。 3は肥前系磁器で，二重網目文の染付

碗。くらんわんか手で，中野V-4期に相当する。 4

は瀬戸・美濃系磁器で，染付の端反碗。 5は肥前系磁

器で，染付皿。口銹を施す型打の一枚絵皿で，大橋v
期に相当する。 6は肥前系磁器で，内面に二重の格子

文，見込みにはワンポイントの章花文が染付られた皿。

低い蛇ノ目凹形高台をもち，見込みに蛇ノ目釉剥ぎと

アルミナ塗布が認められるくらんわんか手で，中野V

-2-4期に相当する。被熱により器形の歪が著しい。

7は瀬戸・美濃系磁器で，染付1IIl。方形の高台および

陽刻文をもつ，責型成形よる型打皿である。 8は瀬戸・

美濃系磁器で，仏飯器。内面は透明色，外面は瑠璃色

の釉が施され，高台底は無釉で回転ヘラケズリにより

平坦に仕上られる。 9は京・儒楽系陶器の平碗。10は京。

信楽系陶器の灯明皿で，受け部の注口は輻広で1箇所

となる。 11は施釉陶器の蓋で，外面にイッチン文様お

よびトビカンナ，鉄泥の塗布が施されている。 12は備

前系陶器で，（植木）鉢。 13は土師質製の規炉で，受

け部が一体化した二重構造をもつ外型成形のものであ

る。受け部はナデ仕上げに接合痕を残す。煽炉本体に

は内面にのみ粗いハケ，ナデ調整が認められる。胎土

には金雲栂および褐色粒が認められる。 14は土師質製

の井側。 15は土師質製の鉢で，方形を呈する大型品と

推定される。胎土に金雲母を含む。 16は瓦質製の寵で，

側面に「丸に京」の刻印をもつ。外面は上・側面で丁

寧なミガキ調整が施されるが，正・背面はハケ調整と

なる。内面はハケとナデ調整で仕上られる。底面は未

調整である。 17は2箇所の釘穴をもつ巴文庫f丸瓦で，

凹面にコビキおよび内タタキ痕を残す。
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SF102 (第11図）

切石により舗装された南北方向の道。検出高は椋

7 - L75m, 検出長L85mである。主軸方位はN-7

0 -E, 道幅はL9mを測る。舗装には長さ0,9m, 幅0.45

m前後の扁平な花岡岩切石を用い， 2つの小口側で長

手側に揃うパターンとしている。両縁石には不揃いな

細長のものが用いられている。既述のように堀埋没

後入念に整地された上部に構築され，幹線道の路肩

SF103から発し北方向へ延びる。周辺に存在した施設

に伴う園路と推定されるが，詳細は不明である。出土

遣物はないが，層序から19槻紀後半以降で20世紀中葉

頃を中心とした時期が考えられる。

SF103 (第12図）

東西方向に走る幹線道の路肩および側溝。検出高は

標高1.65~1.75m, 検出長15.5mを測る。主軸はN-92

o -EおよびN-95°-Eを測り，調査地中央部付近でや

や南方向へ屈曲する。下部に石組溝が存在し，これを

コンクリートで覆い側壁および溝底が構築されてい

る。側壁は厚さ0.2m, 高さは0.4m~0.5mでやや道路

側が高くなる。側溝幅は内法で0.3mを測る。側壁か

ら道路側で質の悪いアスファルト状の舗装面が認めら

れ，中央部では下水道幹線埋設時の掘削により舗装面

が破壊されているものの，調査地南部のコンクリート

製路肩SF105まで広がり往時の幹線道の所在が明確と

なった。 SF103・SF105ともに，外側の側壁に接する位

置ではコンクリート製排水桝を備える。下部の石組溝

については，石垣保護のためコンクリートを撤去せず

未調査だが， 2段の石組で構築されている可能性があ

る。裏込層については掘削を行ない，側壁の北側裏込

I ロ
Z な

目

B2層
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こ二］中堀埋土
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層からコンテナ 3箱分の遣物が出土した。肥前系陶器

碗。皿肥前系磁器碗・fill.鉢，瀕戸・美濃系陶器向付善e・
鉢，京・信楽系陶器碗。蓋灯明皿・火入れ，軟質施釉陶

器土瓶喩t施釉陶薔碗・皿・揺鉢，備前系陶器揺鉢，壺，

土師質土器皿・慨炉・焼塩壷蓋・羽釜，磁器碗・色絵皿・

青磁鉢，瀬戸・美濃系磁器碗・瓶，弥生土器，金属製煙管，

玉，鉄釘，軒丸・軒平。軒桟瓦， ガラス製瓶・板ガラス

などがあるが，南側壁裏込層では遣物は皆無であった。

所属時期は出土遺物および層序から， 19世紀後半以降

で20世紀中様と考えられる。

18 ~ 29は， SF103北側の裏込層から出土した遣物

である。 18は瀬戸・美濃系磁器1II1で，染付文様に一部

型紙刷が用いられる。高台内には異体文字と「946」

の製造番号の染付が認められる。 19は磁器皿で， コバ

ルト色および緑色の染付文様が施される。 20は肥前系

陶器碗で，鉄釉を施す麿津天日。被熱痕が著しい。 21

は肥前系陶器皿で，見込みに鉄絵および蛇ノ目釉剥ぎ

を施す。 22・23は備前系陶器の小壺およびその蓋。 24

は瀬戸・美濃系陶器鉢で，鉄絵を施す志野向付。半環

足で，底部に重ね焼きの目跡が残る。 25はガラス製瓶。

27は鉄製釘。 28, 29は軒平瓦および軒桟瓦である。

SF104 (第13図）

調査地北部西端でSF103に面して検出した石組遣

構。花岡岩の割石が南・東方向に面を揃え構築され，

内側に集石を伴う。検出高は標高1.5~1.8m で，検

出長は東西方向に3.8m, 南北方向にUmを測る。主

軸はN-92°-Eを測り， SF103屈曲部と同地点が東面と

なっている。中堀埋没後の整地上に構築されているが，

破壊が著しく調査地を北西方向に拡張した際にも規模
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1. アスファルト（旧道路舗装）

2. 灰白色 (5Y7f1)礫混じり極細砂（数cm大の円礫を多く含む） ｝バラス層

3. 灰色 (5Y4f1)礫混じりシルト質粘土（数cm大の円礫を多く含む）

4. 黄灰色 (2.5YS/1)礫混じりシルト（数cm-拳大の円・角礫を含む）

5. 浅黄色 (5Y7/3)礫混じり極細砂 (1cm大の円礫を含む）

6. 灰黄色 (2.5Y½) 極細砂

7. 浅黄色 (2.5Y¼) 礫混じり細砂（数cm大の Pl礫を含む）

8. 黄灰色 (2.5Y5f1)礫混じりシルト（黄色粘士塊を含む）
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11 黄灰色 (2.5Y5f1)礫混しりシルト（拳大の花尚岩片を含む，漆険混じる）

12 黄灰色 (2.5Y5f1) シルト（黄色粘士塊・ 花尚岩片を含む）
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第12図 SF103土層断面図 (1/40), SF103裏込層出土遺物
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等の詳細は確認できなった。性格は不明だが，出土遺

物などから建物基礎と推定される。出土遣物は検出時

におけるコンテナ 2箱分で，肥前系磁器碗冊上瀬戸

美濃系磁器碗•皿磁謡碗吼川小杯，青磁，備前系陶

器播鉢・大甕。ミニチュア，軟質施釉陶器土瓶・蓋，施

釉陶器瓶，土師質土器規炉，危，陶製タイル，瓦質製

品などが認められる。所属時期は，出土遣物および層

序から19恨紀後半以降で20冊紀中業と考えられる。

30 -38は， SF104検出時の出土遣物である。 30は

肥前系磁器皿で，高い蛇ノ目凹形高台をもつ型打の輪

花皿。コバルト色の顔料を用い型紙刷で染付文様を施

す。見込みに5ヶ所の針支え痕が認められる。 31は磁

器皿で， コバルト色の顔料で染付文様を施す。 32は白

磁菊皿で，内面に白土による描文を施す。 33は薄手の

磁器小杯。内面に上絵付の痕跡が残る。 34は備前系陶

器玩具で， ミニチュア揺鉢。見込みおよび底部に重ね

焼き痕が認められる。 35は陶製のタイルで，幾何学文

様をもち施釉されている。 36は陶器火鉢。口縁部およ

び高い高台部に，握り綿とみられる楕円形の窓をもつ。

内面および高台内は無釉で，見込みに墨書が認められ

る。 37は瓦質の製品で，径が不明であるが土管と推定

される。 38は鉄製釘で，大型の皆折釘。

SXlOl (第14-17図）

調査地北部の中央北端で確認した性格不明遺構。検

出高は標高1.4-1.6mで，検出長は東西方向3.8m, 南

北方向 lm前後を測る。 D層を基盤に開削され，深度

1.2 -1.4mの規模をもつ。底面は中堀埋士上層の砂層

まで達する。土層断面の分層状況から，複数時に亘り

開削された可能性がある。いずれも焼土粒ならびに粘

土塊瓦礫を含み，アスファルト舗装に酷似した石炭

ガラを特徴的に含む。遺物の包含は底面付近に集中し，

それまでを上層出土，集中部を下層として取り上げた。

また底面で板柵および杭跡が認められ，中堀の埋立て

に際する土留めとの関連が推定される。

取り上げた上層遺物はコンテナ 5箱分あり，磁器碗・

青磁鉢，備前系陶器土錘・揺鉢・灯明皿・大甕， ガラス

製蓋・瓶・板ガラス・皿，軒丸・丸•平・軒桟・炭斗・道具瓦，

瀬戸・美濃系陶器植木鉢・髪水入れ，肥前系磁器碗.Jill. 

蓋瀬戸美濃系磁器碗青磁瓶，肥前系陶器碗，京・

伯楽系陶器碗・灯明皿・甕，施釉陶器香炉，軟質施釉陶

器土瓶・蓋，鉄釘，土師質土器皿・玩具・大甕・風呂釜・

焙烙鍋，瓦質土器煤炉・羽釜，陶製枡などが認められる。

下層遣物はコンテナ10箱分あり，肥前系磁器碗.JIil。瓶・

蓋•猪口•仏飯具・池壷，瀬戸・美濃系磁器碗.Jill, 磁器

碗・皿・瓶・青磁鉢・香炉・急須，京・信楽系陶器碗・灯明

皿•鉢，瀬戸・美濃系陶器碗・皿・甕，軟質施釉陶器土瓶・

玩具・花生，施釉陶器碗・鍋。壺・甕・瓶・急須，土師質土

器皿・焼塩壷・焙烙鍋・甕・規炉・鉢，備前系陶器灯明[ill・

揺針い瓶，軒丸直f平。桟・饒瓦，ガラス瓶，瓦質土器裔，

，陶製ホタンなどが認めら汎る。上 下層の這物

とも 19世紀後半以降を中心とし， 17~ 18世紀代のも

のを一定量含む。

39 ~ 51は， SXlOl上層出土遣物である。 39は大振

りの磁器碗。外面は緑色，内面はコバルト色の顔料で

染付けされる。 40は青磁鉢で，内外面で発色が異なる

釉で掛分ける。外面は黄色みがかった発色で，釉下に

トビカンナを施す。内面は緑灰色に発色し，陽刻文を

もつ。底部は無釉で，放射状のカンナ痕および丸に玉

山の刻印が認められる。 41は40と同形の小型品。 42は

ガラス製の皿で，陽刻文をもつ。 43は備前系陶器の管

状土錘で，「中」の刻印をもつ。 44は軒桟瓦。軒丸部

の巴文は細身で長く延びて圏線をなし， 18個の小さな

珠文を伴う。平部も圏線をもち外区に小さな珠文が配

される。瓦当面にキラコの塗布が認められる。 45・46

は櫛目をもつ炭斗瓦。 47は花菱文の棟込瓦。同形品が

SK108で認められる。 48~ 51は陶製桝および蓋。型

成形で赤褐色に焼き締まる。 52~ 85は， SXlOl下層

の出土遣物である。 52は瀬戸・美濃系磁器端反碗。 53

は青磁香炉。釉の発色および内面のトビカンナなどか

ら54等の青磁と同産地のものと考えられる。 54は40と

同形の青磁鉢。 55は肥前系磁器紅猪口。 56は磁器製の

碍子で，「特許株□250.V.5A」の文字が染付けられる。

57は理兵衛焼と考えられる京・信楽系陶器碗。三葉葵

文とみられる青色の上絵ならびに高台内に破風高の刻

印をもつ。 58は京・ 1言楽系陶器灯明1Ill.。59は備前系陶

器灯明皿。 60は大谷焼と考えられる施釉陶器皿。底面

に回転糸切り痕および重ね焼きによる筒状の熔着痕が

認められる61は京・信楽系陶器蓋。 62は屋島焼と考え

られる軟質施釉陶器蓋。 63は源内焼と考えられる軟質

施釉陶器花生。型成形で陽刻文をもつ。 64は施釉陶器

の水白粉瓶で，「口坂びん口町口」がイッチン描きさ

れる。 65は備前系陶器揺鉢。 66・67は土師質土器焼塩

壷。 66は輪積成形で，「天下□藤左口」の刻印をもつ。

67は板作り成形。 68は土師質土器焙烙で，口縁上面に

「寛文四年」の刻書をもつ。 69~ 71は士師質土器皿

で，いずれも口径5.2cm, 底部に回転糸切り痕をもつ。

72はガラス瓶。 73は鉄製丸釘。 74~78は陶製ボタン。

いずれも 2孔で緑灰色を呈する。 79・80は軒丸瓦。 81・

82は軒平瓦。 81は半裁花菱文の中心飾りで，唐草は陽

刻の輪郭線で表現される。瓦当面にキラコの塗布が認

められる。83・84は花菱文の棟込瓦。85は鯖瓦の尾鰭部。

中空で，胴部との接合面に刻み目および刺突が認めら

れる。接合面の一部には中空内部とともに燻面が残り，

一旦焼成した後に接合した可能性がある。
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第4節 調査地南部第3遺構面の遺構褪［物

SB301 (第18・19図）

第3遣構面の東部における柱パ群のうち， SD301・

302およびSX380-382との位置関係をもとに復元し

た掘立柱建物である。規模は 1X 3間で，梁間 2m,

桁行 7m, 床面積14rrlを測る。主軸方位はN-105°-E,

柱穴の検出高は標高0.4-0.5mである。南面の西側 1

間分を構成する柱穴が明確ではないが，概ね柱配置は

直線的に揃い，西および東側の桁行 1間分が2m, 中

央の 1間分が 3mとなる。柱穴の規模は0.4m前後で，

平面は隅丸方形あるいは円形を星する。深度は0.2-

0.4mで，東方向で深くなる。埋土は黄灰あるいは褐

灰色の砂質土を基調とし，炭や焼土が混じるものが認

められる。出土遣物はP-1より鉄釘が出土したのみで

ある。

柱穴出土遺物（第19図）

86 はSB301P-l出土遺物で，鉄釘である。 87は

SP313出土遺物で，土師質土器皿。底部に静止糸切り

痕が残り，形態から佐藤AII形式に相当する。 88は

SP324の出土遺物で，瀬戸・美濃系陶器丸皿である。

89はSP395の出土遣物で，土師質土器揺鉢の口縁部。

内面に煤化が認められる。 90はSP3103の出土遣物で，

肥前系陶器lII1。絵唐津の大lII1で，大橋 I-2期に相当

する。 91はSP3105の出土遣物で，滝州窯系青花碗で

ある。

SD301 (第19図）

調査地中央南端部で確認した溝状遣構である。検出

高は標高0.36m, 深度0.14m前後を測る。北側は東西

方向に延び主軸方位N-105°-E前後を示すが，南側は

南北方向へとL字に折れるようである。西方向で途切

れ， SD302へと繋がらない。出土遣物は少量で，土

師質土器揺鉢•皿の細片のみである。

SD302 (第19図）

調査地中央部で確認した溝状遺構である。検出高は

標高0.4m, 深度0.17m前後を測る。幅 lmの規模で南

北方向へ伸び，主軸方位N-15°-Eを示す。当遣構面に

おける地割を最も反映する遣構であり，その東西で遺

構の分布が異なり特徴的である。出土遣物は少量で，

土師質土器および須恵質土器の細片，飾り金具が認め

られる。 92は青銅製の飾り金具。大半が折損している

が，笹文とみられる象嵌が認められる。

SD303 (第19図）

調査地中央部北端で確認した溝状遺構である。検

出高は標高0.43m. 深度O.lm前後を測る。幅0.4mで

SD302と併行し北方向へ伸びるが，南方向には続かな

い。出土遺物はない。

SK371 (第19図）

調査地中央部で確認した上抗である。検出高は標

高0.38m, 深度O.lm前後を測る。平面は隅丸方形で，

長軸方向に 1m, 短軸方向に0.78mの規模をもつ。

SD302東側を壊し開削されている。出士遣物はない。

SD374 (第19図）

調壺地中央部北端で確認した溝状遣構である。検出

高は標高0.45m. 深度0.05m前後を測る。東西方向に

延びるがSB301付近で途切れる。出土遺物はない。

SD375 (第19図）

調査地中央部北端で確認した溝状遣構である。検出

高は標高0.47m, 深度0.05m前後を測る。 SD374と併

行する位置関係にある。出土遣物はない。

SX384 (第19図）

-21 -

調査地東部南端で確認しだ性格不明遺構である。検

出高は標高0.46m, 深度0.22m前後を測る。幅0.4mの

規模で南方向へ延びる。出土遣物は，骨片が少量出土

している。

埋納遣構（第20図）

調査地東部で確認した埋納遣構である。検出高は標

高0.5mで，深度0.05m程で土師質土器が埋納されてい

る。鉢形土器95を底に据え，皿93および94の口縁を

下に向けて，下から順に93と94を重ねて蓋をする。鉢

埋設の掘り方は不明瞭で，検出できない。土器内部に

遺物などは存在しなかったが，鉢内部に炭化物の付着

が認められる。

93・94は底部静止糸切りの土師質土器皿で，佐藤A

rr形式に相当する。 93は半損， 94は完存で確認してい

る。 95は土師質土器捏鉢の底部で，口縁部を欠く。

集石遺構（第20図）

調査地東端で確認した集石遺構である。検出高は標

高0.5m前後で，平面形態および規模は不明だが， 0.8

m程の円形状に集石が認められる。集石は拳大～人頭

大の礫からなり，備前陶器や瓦片も含む。明確な下部

構造は認められないが，集石の基盤層が炭化層であり，

浅い落ち込み状に堆積する。出土遣物については，集

石から備前系陶器甕小片，平瓦小片があり，炭化層か

らは土師質土器皿，平瓦小片，焼土塊，桃核が認めら

れる。

96は炭化層の出土遺物で，土師質土器皿。精良な胎
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土をもち，口径14cmを測る。 97は集石からの出土遣物

で，平瓦細片である。

SX380・381・382 (第20図）

調査地東部南端で確認した性格不明の遺構群であ

る。標高0.35-0.46mにおいて， SB301の南面東部に

面し連続して検出した。 SX380は深度0.2m,SX381 

は0.09m,SX382は0.12m前後を測る。平面形態は

SX380および382は溝状を呈し， SX381は方形を呈す

るが西部が南方向へと延びるようである。主軸方位は

SX380および381がN-95°-E,SX382がN-105°-Eを測

る。前後関係はSX382が最も先行し，続いてSX381,

SX380となる。埋土はいずれも炭化層を含み， レンズ

状の堆積となる。出士遣物は少量で，図化した土師質

士器鍋および鉄釘のみである。

98はSX381の出土遣物で，土師質土器鍋。内外面に

煤の付着が認められる。 99はSX382の出土遣物で，鉄

釘。 100は， SX380出土の鉄釘である。

SK310 (第20図）

調査地西部で確認した土抗である。検出高は標高0.4

m前後で，大半が先行するSK214の底面に取り付いた

状態で確認した。長軸方向に2.37m, 短軸方向に1.09

mの規模をもつ。平面は不整形な楕円形を呈するが，

東西に分かれる 2箇所の方形の窪みで構成されてい

る。深度0.2m前後を測り，炭化物，木質遣物，骨片

を含む粘質土で充填される。出土遺物は少量で，肥前

系陶器，土師質土器，磁器細片，鉄釘，丸瓦，動物骨

が認められる。

101は丸瓦。凸面にはヘラミガキおよびナデ調整，

凹面にはコビキ痕が認められる。

SX364 (第21図）

調査地東端で確認した性格不明の遣構である。標

高0.48m前後で， SB301の北面東部に面して検出した。

長軸方向に3.3m, 短軸方向に2.2mの規模で検出した

が，更に北および東方向へと広がるようである。深度

は0.2mで，壁面がほぽ垂直に立ち上がり，底面は平

坦になっている。埋土は焼土および炭化物を多量に含

む砂質土で，表面は被熱による赤化が著しい。出土遣

物は少最で，青花lIIl, 瀬戸・美濃系陶器碗，土師質土

器lIIl.鍋鉄釘などの細片が認められる。

102は白磁lIIlの底部で，高台畳付に砂粒付着が認め

られる。 111は細身の鉄釘で，断面が円形を呈する。

SK365 (第21図）

調査地東部で確認した土抗である。標高0.35m前後

で， SX364を基盤に検出した。東西方向に延び， N-90°

-24 -

-Eの主軸方位を示す。規模は長軸方向に1.34m, 短軸

方向に0.4mを測る。深度0.35m前後を測り，断面は箱

形を呈する。埋土は 3層に分層され，上層は砂，中層

および下層はシルト質上によって充填されている。出

土遣物は一定量あり，肥前系陶器碗。皿，備前系陶器

揺鉢，陶器小片，土師質土器皿，丸瓦片が認められる。

103は肥前系陶器碗あるいは鉢で，口縁上端が無釉

である。 104は肥前系陶器皿で，藁灰釉を施す。 105は

肥前系陶器で，砂日の皿。大橋II期に相当する。 106

は瀬戸・美濃系陶器で，鉄釉を施した碗底部。 107は備

前形陶器揺鉢で，乗岡近世 Ib・c期に相当する。 108

は土師質土器皿。 109およびllOは丸瓦，凹面に109は

内タタキ痕， llOはコビキ痕が残る。

第5節 調査地南部第 2遺構面の遺構・遺物

SK204 (第22図）

調査地西部， SK214上面で検出した集石を伴う土坑

である。標高0.90m前後で検出し，規模は長軸方向に

1.26m, 短軸方向に0.5mを測る。北半を欠いて確認し

ているが，楕円形の平面形態が推定できる。内部は拳

大～人頭大の礫で充填されている。出土遣物は少量で，

肥前系陶器碗。皿，肥前系磁器，備前系陶器壺・描鉢・甕。

瓶土師質土器皿が認められる。

112は肥前系陶器で，溝縁皿。 113は備前系陶器壺の

口縁部。 114は備前系陶器瓶の底部である。 115は備前

系陶器揺鉢。口縁帯が高く薄手のもの。 116は土師質

土器皿。口縁部が煤化し，灯明に使用されたと考えら

れる。灰白色を呈する精良な胎土で，底部に回転糸切

り痕および見込みには仕上げナデが認められる。佐藤

皿V形式（様相 4) に相当する。

SK214 (第22図）

調査地西部で検出した土坑である。標高0.9m前後

で検出し，規模は長軸方向に 3m, 短軸方向に lm前

後を測る。平面は東西方向に不整形に延び， N-92°-E

前後の主軸方位を示す。深度は0.3~ 0.4mを測り，東

方で深くなる。遣物は一定量出土しており，底面の遺

物を下層，その他を上層として取り上げた。上層では

青花碗小片，肥前系陶器碗．皿，備前系陶器細片，土

師質土器細片，軒丸瓦，丸瓦，下層では青花小片，肥

前系陶器皿，備前系陶器揺鉢．瓶，土師質土器皿，軒

丸瓦が認められ，上・下層とも同様な構成となる。

117 ~ 122は， SK214上層出土遺物である。 117は滝

州窯系青花碗。内外面に貰入が認められる。 118は肥

前系陶器碗で，灰釉を施す天目碗。119は肥前系陶器碗。

高台畳付に砂目の熔着が認められる。 120は肥前系陶

器11l1で，胎土目をもつ絵唐津。 121は肥前系陶器皿で，

高台と見込みに砂目の熔着が認められる。 122は丸瓦。
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第20図 埋納遣構平。断面図 (1/20), 集石遣構. SX380・381・382, SK310平・断面図 (1/40),埋納遣構，集石遣構

SX380・381・382, SK310出士遺物
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3. 灰色 (SY6/1)砂質シルト

（明褐色 (5YR5/5) の褐鉄銅をまばらに含む）

4. 灰白色 (10YRB/1)粗砂
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6. 灰白色 (7.SY711)砂質シルト

（オリーブ灰色 (7.SY½) をまだらに含む）
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凹面にゴザ目およびコビキ痕が認められる。

123および124は， SK214下層出土遣物である。 123

は土師質土器皿。にぶい黄桐色の胎土をもち，底部の

切り離しは回転糸切りとみられる。器形および口径か

ら，佐藤皿皿形式（様相 4)に相当する。 124は軒丸瓦。

広い内区で，巴文の尾が長く伸びて24個の小さな珠文

が配される。

SD201 (第23図）

調査地西部で検出した溝状遣構である。標高1.07m

前後で検出し，規模は長軸方向に2.80m, 短軸方向に

0.75m前後を測る。平面は東西方向に延び， N-95°-E

の主軸方位を示す。深度は0.25mを測り，断面は逆台

形を呈する。埋土は風化礫を塊状に含んだ砂混じりシ

ルト層で，固く締まる。遣物は少量で，肥前系陶器皿，

備前系陶器細片，肥前系磁器細片，土師質土器細片が

認められる。

125は肥前系陶器皿で，見込みおよび高台畳付に砂

目の熔着が4箇所認められる。

SD202 (第 5医）

調査地を東西方向に走る溝状遣構である。標高0.85

m前後で認められ，整地 G層直下で明確となる第 2

遺構面の下層遺構として検出した。幅0.3m, 深さ0.15

m前後を測り，断面はV字あるいはU字形を呈する。

N-95°-Eの主軸方位で調企地東側へと延びるが，西部

SD201付近でやや南を向き途切れる。埋土は円礫混じ

りシルト層で，グライ化が一部認められる。遣物は皆

無である。

SK205 (第23図）

調査地東部で検出した土坑である。標高0.95m前後

で検出し，平面は0.6mの円形を呈する。深度は0.2m

前後で，断面は逆台形を呈する。出土遣物は少量で，

肥前系陶器皿，土師質土器Jll1が認められる。

126は肥前系陶器で砂目の皿。 127土師質土器Jll1。に

ぶい黄橙色の胎土で，底部の切り離しは回転糸切りで

ある。器形および口径から，佐藤皿11I形式（様相 4)

に相当する。

SK203 (第23図）

調査地酉部南端で確認した土坑である。調査地南壁

で確認したもので，標高1.4m付近の第 1遣構面基盤

となる E層から掘り込みを確認した。平面検出は行え

なったが0.8m程の規模をもっと考えられる。深度は0.7

m前後で，断面はU字形を呈する。埋土は粘土塊，炭

化物，瓦片，小礫を含むシルト層で，底付近には人頭

大の角礫が見られる。出土遺物は少量で，図化した備
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前系陶器瓶，土師質土器焙烙のみである。

128は備前系陶器で，型押しの人形徳利。底部に刻

印をもつ。 129は土師質土器焙烙。内耳の円孔は員辿

する。

SK201 (第23図）

調査地西部で検出した土坑である。標高1.07m前後

で検出し，平面は0.65mの円形を呈する。深度は0.5m

前後で，断面はV字形を呈する。埋土は単層で，炭化

物および風化礫を含むシルト層である。出土遣物は少

量で，肥前系陶器細片，丸瓦片が認められる。

SK202 (第23図）

調査地酉部で検出した土坑である。標高1.08m前後

で検出した。平面は長軸方向0.8m, 短軸方向0.6mを

測り楕円形を呈する。深度は0.3m前後で，断面は逆

台形を呈する。埋土は単層で，円礫および砂を含むシ

ルト層である。出土遺物は少量で，肥前系陶器，備前

系陶器，土師質土器の細片が認められる。

SK206 -SK213 (第24図）

調査地東部で検出した礎石建物基礎である。標高

0.95 -1.04m. 整地G層上面で認められ．円形あるい

は方形の掘り方に入念な根石を伴う。掘り方底面の

中心に石を据えるものが多く，布掘りの掘り方である

SK207底面は両端部にも石材が配されている。この上

部では壺掘りのSK206・208では乱雑に根石が投げ人れ

られているが， SK207・209・212では再び中心に石を配

し楕円あるいは方形に石組みを行なっている。規模の

大きい布掘り SK210・211では中心に石を配さないが，

掘り方内は入念に石組みされている。 SK210・211・212

についてはその埋土により前後関係は判断できなかっ

たが，石組みの状況ではSK212の石組みが後出するの

が分かる。石材は拳大から一抱え大の花岡岩および安

山岩でほぽ同じ割合で認められるが， SK210西端中央

に据えられた柱状の石のみ転用石と考えられる凝灰岩

が用いられている。またSK207上部の石組み中央の花

岡岩には，幅数cm大の矢穴が認められる。

これらの建物基礎については第 1遣構面検出の礎

石建物SBlOlと位置関係が合致するが，掘り込みの基

盤が第 1遣構面の礎石据付の掘り方と整地F層を挟み

異なる箇所が認められる。 F層からE層までの整地

が一連の地業あるいは時期を違える可能性の双方があ

るが，後述するように出土遺物においてE層とF層に

若干の時期差 (19祉紀中葉と19世紀後半）が認められ

ることから，時期が異なる礎石建物跡と考えられる。

上記についてはSBlOlと平面プランが合致することか

ら建替えと理解されるが，先行してみられるSK210に
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ついては第 1遣構面の礎石根石と規模および位置関係

が合致しないことから別途構遮物を想定する必要もあ

る。出土遣物についてはSI〈207で肥前系陶器の細片，

SK210で平瓦，鉄板，鉄塊， SI〈211で肥前系陶器の細片，

土師質土器細片，銭貨が認められる。

130および131はSK211出土の古銭。永楽通賓で 2枚

重なって出土した。 132および133はSK210出土の鉄製

品で， 132は柱状， 133は方形で板状を呈する。いずれ

も錆による腐食が著しい。

第6節 調杏地南部第 1遺構面の遺構・遺物

SBlOl (第24・26・27図）

調査地東部で検出した礎石建物跡である。標高1.48

m~  1.84mで検出しているが，礎石 1および2につい

ては花尚岩の割石を柱土台とし，礎石6とともに戦災

による被熱層を伴って確認したもので原基礎構造を留

める。礎石 3~5は礎石据付坑および土台の根石が残

存するもので，栗石を敷き詰め扁平で大振りの花尚岩

を据えて根石としている。礎石 6およびSKlOlについ

ては，礎石据付坑ならびに栗石だけが残存して確認さ

れた。礎石 1・2・6についても下部に巨石を据えた根

石が存在し（第24図），礎石据付坑に栗石を伴った根

石を据え，その上部に柱土台を置く構造であることが

分かる。建物の規模については，西および南側に広が

るものと推定されるが，検出した規模では東西方向9.5

m南北方向 lmとなり，主軸方位はN-95°-Eを示す。

礎石 1および2では，上面に20crn角の柱座となるハ

ツリ痕あるいは柱材の炭化痕が認められた。同様の痕

跡は礎石 2および6と対面する位置でSFlOl上の石に

も存在し，庇をもつ構造と考えられる。礎石 2から西

1間分 (1.9m) については，礎石 6が蹴放しとなっ

ていることから，庇をもった出入り口と考えられる。

また後述のように東側に接して構築され同時期に

廃絶する地下遣構SUlOlについても北側が出人り口と

なっており，礎石 3およびその対面のSFlOl上を基礎

とし庇が東に広がると考えられる。

出土遺物および位置関係から戦前に存在した神社施

設と考えられる。

134は礎石 2の据付坑の出士遣物で，灰釉を施す陶

器蓋。底部露胎で回転糸切り痕を残す。 135および136

は礎石 4の据付坑の出土遺物である。 135は軟質施釉

陶器蓋。 136は土師質土器皿。底部に回転糸切り痕を

残す。

137 ~ 146は礎石 1・6付近検出時の出土遣物で，焼

土を伴って出土した。 137~ 140は白磁の仏神具。 137

は瓶子。著しく被熱を帯びている。 138・139は水器お

よび水器蓋。 140は仏飯器。被熱痕が認められる。 141

は磁器瓶。緑色で「不二 □エキス」と上絵付けされ

2
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第25図 SK210・211出土遺物

ている。器面に被熱したガラスが熔着している。 143

は磁器の底部。高台内に「NIPPONTOKI KAISHA」

および商号が銅版転写されている。 144は陽刻文をも

つ瓦質士器の口縁部。赤および緑色のペンキに似た顔

料で彩色されている。 145はガラス製瓶。型合せで，

底部に「25 1」の陽刻をもつ。 146は軒丸瓦。被熱痕

が認められる。

SFlOl (第 26・27図）

調査地を東西方向に走る低基壇の石列である。検出

高はSBlOlの土台より 0.2m程度低く，ほぽ当時の地表

付近で面を揃えていたものと考えられる。西部で南へ

折れるが，隅部では上に切石の地覆が乗り SBlOlの土

台と高さを揃えている。 SBlOlと併走しており付随す

る玉垣などの基礎と推定されるが，石列前面および背

面の下部では集石を伴った入念な整地が認められる。

東部では1日中学校の砂場によって壊されているが，地

下遺構SUlOlの出入り口の北および西面を囲むように

下部の集石層が認められる。石材質については地覆お

よび石列が花岡岩を基調とするのに対し，集石は安山

岩が主となる。出土遺物から19世紀後半に構築され，

検出状況から戦災により廃絶したと考えられる。

147 ~ 158はSFlOl検出時の出土遺物である。 147は

肥前系磁器で，端反碗。口縁内面の染付文様は墨弾き

によって施されている。148・149は瀬戸・美濃系磁器1IIl。

148の染付には正円子および酸化クロムとみられるピ

ンク，緑色が用いられている。高台内に製造番号とみ

られる数字が陽刻されている。 149はコバルト色およ

び緑色の染付文様をもつ。 150は陶器で刷毛目装飾の
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碗。外面にヘラ彫りおよび緑釉による加飾が認められ

る。 151・152は土師質土器皿で，いずれも底部に回転

糸切り痕を残す。ともに形態から佐燥vI形式に相羞し，

混入品と考えられる。 153は白磁瓶。口縁に蓋用の螺

旋状溝をもち，底面には「MASTER」の陽刻が施さ

れる。被熱痕が著しい。 154・155は無文の軒丸および

軒平瓦。 156は半裁花菱文の中心飾りをもつ軒平瓦。

157の平瓦は凸面に格子状のタタキ痕をもつ。 158は花

菱文の棟込瓦で，瓦当面にキラコの塗布が認められる。

SUlOl (第28~ 30図）

調査地東部で検出した地下遣構である。標高1.4m

~ 1.6m前後でSBlOlを横浙して検出した。北面にモ

ルタル仕上げの階段を伴い，板張りの壁・床面が南方

向へ広がるもので，検出面積は約 2rrlの床面積を測る。

北面の昇降部は外法で0.9x0.9mを測り，壁はレン

ガ積みで壁面をモルタル塗りで仕上げる。レンガは焼

成不良の青灰色を呈したものが用いられ，壁面に対し

長手積みされている。階段の高さは約 lmで，蹴上げ

は0.28~ 0.36mを測り， 3段で床面に達する。床組み

は地面に梁を置き，根太を通して板を張る梁床だが，

階段直下は地面に直接板を敷き根太を置いた上に板を

張っている。昇降部から南へ 1間分は南北方向が梁行

きであるが，以南は東西方向の梁行きとなり床面が広

がるとともに，根太および床板の方向が変わる。昇降

部以南の壁面は板壁で，横張りの板材が一部残存して

いる。いずれも梁に設けられた間柱ホゾ穴の外側に壁

板が残り，外方向から壁板を設置する構造と考えられ

る。東面については斜行しながら広がり，別の昇降部

と椎定されるレンガ積みの壁面へと繋がる。

SBlOlとの関係について新旧は不明だが， ともに戦

災で廃絶することなどから共存していたものと考えら

れる。 SBlOlの柱土台とSUlOlの床面の比高差は1.7m

程度あり，建物の床下において立ち歩行が可能であっ

たと推定される。埋没状況については，上面から床面

に至るまで多量の焼土および瓦礫で充填され，床板の

直下が湧水層となる。取り上げた出士遣物には磁器碗，

青磁細片，瀬戸・美濃系陶器植木鉢，施釉陶器植木鉢，

備前系陶器播鉢，飾り金具など金属製品，軒丸・軒平・

桟雁振瓦が認められる。

159 ~ 173はSUlOl埋土からの出土遣物である。 159

~ 161は無文の軒丸および軒平瓦。 161は凸面に格子

状のタタキ痕をもつ。 162・163は桟雁振瓦で， 163の広

端面および側縁には漆喰が付着している。 164・165は

格子状のタタキ痕をもつ平瓦。 166は丸瓦で，凹面に

内タタキ痕が認められる。 167・168はレンガで， 168は

湾曲部をもち表面に漆喰の付着が認められる。 169は

トルクレンチ状の鉄製工具。 170は青銅製の金具。棒
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状を呈し，両端に仕口と継ぎ手をもつ。 171は鉄製の

吊り金具。上端をリングで繋ぎM字状の吊り下げ部を

もつ。 5枚の鉄板を組み合わせ， 4箇所でリベット留

めが認められる。 172は青銅製の飾り金具。被熱によ

る損傷が大きいが複数の薄い銅板および棒状の金具

で構成されている。 173は鉄製の表示札。表面を青地

に白色で電柱番号がペイントされている。

SK102 (第31図）

調査地中央部南端で検出した土坑である。標高1.25

m前後で検出し，平面は長軸方向1.24m, 短軸方向0.9

mを測る楕円形を呈する。深度は0.3m前後で，断面

は舟底形を呈する。埋土ば焼土塊，被熱瓦などの戦災

痕を含み，下層に粘土塊を伴う砂礫が充填している。

底面はSK210の石組に達しており何らかの構造物の設

置痕と推定されるが， SBlOlの出入り口に相当する位

置関係が留意される。

出土遣物は少鼠で，磁器細片，瓦片が認められる。

SK105 (第31図）

調査地中央部南端で検出した土坑である。標高1.49

m前後でSFlOlの北面に接して検出した。平面は不整

形で，長軸方向Um,短軸方向0.5mを測る。深度は0.2

mで，断面は四角形を呈する。

出土遣物は少量で，肥前系磁器碗・瓶，瀬戸・美濃系

磁器碗，施釉陶器細片，土師質の井側が認められる。

174~176はSK105埋土の出土遺物である。 174は瀬

戸・美濃系磁器の端反碗。 17は肥前系磁器の端反碗。

大橋V期に相当する。 176は土師質の井側である。ロ

縁外面の貼付け突帯は剥離している。

SK103 (第31図）

調壺地中央部で検出した土坑である。標高1.55m前

後でSFlOlの北面側で検出した。平面は円形で0.55m

程の規模である。深度は0.27mで，北面に段が付く。

埋土は焼士粒および瓦礫を含む黒色シルトである。取

り上げできた出土遣物はない。

SK104 (第31図）

調査地中央部で検出した土坑である。標高1.51m前

後でSF105の南面に接し検出した。平面は方形で0.7m

程の規模である。深度は0.3m前後で，埋土は上層が焼

土粒および瓦礫を含むシルト層で，下層はグライ化し

た砂が充填している。出土遣物は少量で，磁器碗．瓶

などの細片，肥前系陶器細片，板ガラスが認められる。

SK107 (第31図）

調査地中央部で検出した土坑である。標高1.50m前
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第31図 SK102・105・103・104・107平・断面図 (1/40), SK105・107出土遣物

後でSF105の南面に接し検出した。平面は円形で0.6m

程の規模である。深度は0.3m前後で，埋土は上層が

焼土粒および瓦礫を含むシルト層である。出土遣物は

少量で，肥前系磁器細片，施釉陶器細片，鉄釘が認め

られる。

177はSK107の出土遺物で，断面が円形の鉄釘であ

る。

SK108 (第32図）

調査地西部南端で検出した土坑である。標高1.63m

前後で検出した。平面は不整形な楕円形を呈し，長軸

方向に2.36mの規模をもつ。深度は0.8mを測り，壁面

および底面の凹凸が著しい。埋土は焼土粒および瓦礫

を含むシルト層で充填されている。出土遣物は一定量

あり，磁器碗。小杯，施釉陶器碗。鉢。大甕，備前系陶

器揺鉢，平瓦，煉瓦などが認められる。

178 - 184はSK108の出土遺物である。 178は瀬戸・

美濃系磁器の小杯。高台内に九谷の銘款をもつ。 179

は京・儒楽系陶器碗で，陽噌食刻文および銹絵の染付が

施されている。 180は磁器碗で，陽刻文をもち青磁お

よび鉄釉が掛け分けられている。 181は磁器で，大振

りの碗。染付文様は口縁外面の圏線のみとなっている。

182は凸面に櫛目をもつ梃斗瓦である。 183は花菱文の

棟込瓦。瓦当面にキラコの塗布が認められる。 184は

煉瓦。幅11.8cm, 厚さ6.2cmを測り，平面の長手側縁辺

に1条の凹線をもつ。器面には指オサエの調整痕が認
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められる。

第1遺構面検出時出土遺物（第33図）

185 -196はSBlOlおよびSFlOlを除く第 1遣構面検

出時出土遣物で，主にSFlOlからSF105の間における

遺構面で出土した。磁器碗•皿白磁壷，白磁火入れ，

磁器焼炉，肥前系磁器碗・.IIIl。青磁染付，軟質施釉陶器

鍋，施釉陶器皿・甕，備前系陶器大甕・揺鉢，士師質土

器鼈・人形，平瓦，石製硯，ガラス瓶，古銭，鉄釘な

どが認められる。

185は磁器碗で，正円子およびコバルトによる染付

文様が施される。 186は瀬戸・美濃系磁器瓶底部。底面

に製造番号とみられる数字が染付けられている。器面

には被熱による土の熔着が認められる。 187は白磁壺。

188は染付文様をもつ磁器製焼炉。器面は被熱によっ

て変色している。 189は凸面に格子状のタタキ痕をも

つ平瓦である。 190は桟雁振瓦。胎土はにぶい橙色を

呈し，凸面にヘラミガキ調整が認められる。 191はガ

ラス製の小瓶である。 192は断面が円形となる鉄釘で

ある。 193~ 195は青銅製の銭貨。 193は寛永通賓で，

字体から新寛永と考えられる。 194および195は錆が著

しく，文字の判読は不能である。 196は石製品で硯。

硯背が削り取られている。
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第7節 調査地南部の整地層出上遺物

日層出—t遣物（第34図）

の出上選物についてはコンテナ と少量

たが，青花碗冊L,肥前系磁器碗。皿，肥前系陶器碗皿1,

備前系陶器播鉢。平鉢・瓶，瀬戸。美濃系陶器碗。皿，土

師質土器皿。捏鉢虜焼塩壷。土錘，丸瓦などが認められ

る。上記遣物の所属時期は16世紀末~17世紀初を中

心とし， 17憔紀中葉までのものが確認できる。

197ば滝州窯系青花碗である。 198は景徳鎮窯系青花

llilである。 199は肥前系磁器皿。高台畳付に砂粒の熔

着が認められる。大橋II-2・ill期に相当する。 200は

肥前系磁器で白磁碗。 201は瀬戸・美濃系陶器で，灰釉

の折縁ソギ皿。大窯第 4段階に相当する。 202は肥前

系陶器で灰釉皿。大橋 I-2期に相当する。 203は瀬戸・

美濃系陶器で，鉄釉を施す天目茶碗。大窯第4段階に

相当する。 204は備前系陶器で大平鉢である。 205・206

は備前系陶器揺鉢。 205の口縁形態から，乗岡近世lb

期~2a 期と考えられる。 207は土師質土器皿である。

208は輪積成形の焼塩壷。橙色の胎土で，金雲母を含む。

209は土師質土器捏鉢の口縁部である。 210は有溝土錘

である。 211は鉄滓。炭化物および砂粒の熔着が認め

られる。 212は鉄釘である。 213は丸瓦。凹面にゴザ目

状の圧痕が認められる。

G層出土遺物（第35~ 40図）

G層については粘質土および砂質土との版築状の堆

積を主とした整地であり，近隣の調査例から路床が推

定できるが，他の整地と比べて遣物の出土量および内

容において特筆する。遣物の出土量はコンテナ 5箱で，

青花碗， 白磁皿，肥前系磁器碗・皿・小杯・青磁，肥前

系陶器碗・皿・火入れ，瀬戸・美濃系陶器向付，土師質

土器llll ・捏鉢・揺鉢・焙烙鍋。足釜・鍋•土鈴，瓦質土器鼈・

茶釜備前系陶器揺鉢・大甕・壺・瓶鉄釘，鉄滓，銭貨，

砥石，碁石，軒丸瓦・丸瓦などが認められ，当該整地

匝下で明瞭な生活痕が認められないことと対照的であ

る。

とりわけ一定量出土した銭貨については，埋納され

た痕跡をもたず暫時散在して整地内で確認されたも

ので，整地途上の間で撒かれた，あるいは置かれたも

のと理解される。他の遺物については周辺からの廃棄

との判別が難しいが，明瞭な掘り込みがなく完存品や

伏せられた状態での出土例が認められることから，銭

貨とあわせ部分的にせよ整地時に地鎮行為があったと

推測できる。

また当該整地の所属時期についてはこれらの出土

遣物から17世紀後半と考えられ，調査地北部で確認し

た中堀の開削時期と重なる。当該整地は中堀石垣周囲

では認められないが，双方の確認できた標高を比較す
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ると，整地が現況での石垣天端付近からその0.5m上

位までを覆う水平方向での位筐関係となり，中堀の開

削に伴う盛土あるいは路面整備を不すと老ぇられる。

214は景徳鎮窯系青花碗である。 215・216。218は肥

前系磁器碗。 216は高台畳付に砂粒が付着する。大橋

II期に相当する。 218は高台内に方形枠で祥瑞の銘款

をもつ。 215ともに大橋m期に相当する。 217は肥前系

磁器で，高台内無釉の青磁碗。中野w期に相当する。

219は青花皿。型打成形による陽刻文をもち，白抜き

に掻落とし技法が認められる。器面には気泡および貫

入が目立つ。上位の整地であるE層およびF層との接

合資料で，当該整地層が以後の幣地により削平・撹乱

を受けたことを示す。 220は端反の白磁皿である。 221

~ 223は肥前系磁器で，蛇ノ目釉剥ぎの青磁皿。 221

は高台無釉。 222および223は釉剥ぎ部に鉄銹を塗布

する。いずれも中野W期に相当する。 224・225は肥前

系磁器皿。大橋II・ill期に相当する。 226は肥前系磁器

で，高台内無釉の小杯。大橋II-2期に相当する。 227

は青磁鉢。内面に片切り彫りによる施文が認められる。

貰入が著しい。

228 ~ 232は肥前系陶器碗。 228は見込みに胎士且

229は高台畳付に砂目の熔着が認められる。前者は

大橋 I-2期後者は大橋 II期に相当する。 230は京焼

風陶器で，内外面に貰入が認められる。 231は鉄釉を

施すもので，高台無釉である。大橋m期に相当する。

232は京焼風陶器で，口縁を切り落し小杯としている。

233 ~ 245は肥前系陶器皿。 233および234は胎土目の

lII1で， 233は鉄絵を描く。 235および236は灰釉皿。 235

は高台内のケズリが浅く，底部に回転糸切り痕が残る。

233 ~ 236は大橋 I期に相当する。 237~ 241は砂目皿。

237は鉄絵を施す蛇ノ目釉剥ぎの皿。238は鉄釉を施す。

237とともに大橋m期に相当する。 239・240は完形の溝

縁皿で， ともに大橋II期。 241・242は京焼風の胎土お

よび釉調をもち，同一個体と推定される。口縁は輪花

となる。 243~ 245は大皿。 243・244は内面に刷毛目文

様を施すもので， 244は象嵌が認められる。ともに大

橋皿期に相当する。 245は二彩手で，大橋II期となる。

246は瀬戸。美濃系陶器向付。鉄釉を施した後，掻落と

しにより施文し長石釉を掛けた鼠志野である。 247は

肥前系陶器火入で，口縁上端には敲打痕が認められ

る。 248は鉄釉を施す蓋の摘み部。 249~ 254は備前系

陶器。 249は大平鉢。外面に火欅，内面に黄ゴマが掛

かり，口縁は大きく歪む。 250・251は揺鉢で，口縁の

形態および揺目の密度から乗岡近肌2b期に相当する。

252は壺体部。肩部に櫛描き波状文を施し，黄ゴマが

掛かる。 253は瓶底部。 254は甕口縁部である。

255 ~ 281は土師質土器皿。 255・256は口径7cmとな

る小lII1。255は灰白色を呈する精良な胎土である。 256
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の底部切り離しは回転糸切りによる。 257は底部切り

離しが回転ヘラ切りのもので，佐藤皿AI形式に相当

する。胎土は橙色で，口径7.8cmを測る。 258~ 262は

胎土に赤褐色粒を含み，内面体部の付根で見込みの外

縁が窪むもの。佐藤皿AIII形式に似た特徴をもつが，

法量および口縁の形態が一様でない。 258は口径10.8

cmを測り，深手の体部で口縁端部が尖る。器面の摩滅

が著しい。 259~ 262は底部に回転糸切り痕を残すも

の。 259は口径9.5cmを測るが，器形の歪みが大きい。

厚い器壁で尖った口縁をもつ。 260は口径10cmで，尖っ

た口縁をもつ。 261・262は口径8.7cmで，体部の中位で

折れ外反あるいは内弯気味になる。 263~ 266は底部

の切り離しが回転糸切りで，短く内弯する口縁と見込

H層出土遺物

みが窪む特徴をもつもので，佐藤1III.VI形式に該当する。

口径は9.1~ 9.9cmを測る。 267~ 281は灰白色系の梢

良な胎土を用いるもので，見込みに不定方向の仕上げ

ナデ，底部に板H状圧痕の特徴をもつもので佐藤皿v
形式および皿X形式に該当する。口径は267~ 278の

皿V形式では8.5cm~11.6cm, 279 ~ 281のlIII.X形式で

は12.8cm~ 14cmを測る。底部の切り離しについては，

判明しうるものはすべて回転糸切り法である。 282は

瓦質士器茶釜である。体部下半は煤化，耳貼付け部に

工具の圧痕が認められる。このほかに外面調整はほど

んど見られず，内面調整はハケ後ナデ調整が施されて

いる。 283は士師質士器で，把手付鍋。胎土は橙色で

金雲母を含む。外面はヘラケズリおよびナデ調整で
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仕上げ，内旧はハケ調整を残す。 284・285は土師質土

器楕鉢。浅黄色の胎土で，金雲槌および赤褐色粒を含

む。 286・287は土師質上器焙烙。 286は深手で，＇（水部外

面に横）j向の指オサエ，内面にハゲ調蟄を施し，口縁

は回転ナデで仕上げる。 287の口縁端部が断面三角形

で，胎土には角閃石が認められる。288は土師質土器鍋。

短く肥厚した口縁および深手の体部をもつ。内面およ

び外面にハケ調整が認められる。 289は土鈴。白色系

の精良な胎土を用いた型成形のもの。 290は土師質土

器鉢で，三足と推定される脚をもつ。貼付の脚で，貼

付接合部にカキ日が認められる。胎土は暗オリーブ色

を呈し，角閃石を含む。内外面にハケおよびナデ調整

が認められる。 291は瓦質の脚付鉢。内側に突き出す

口縁にやや浅い体部で，三足と推定される脚および脚

内側に焼成前の穿孔をもつ。外面はヘラミガキ調整，

内面は回転ナデで仕上げる。

292・293は軒丸および軒平瓦。 292は瓦当周縁の幅が

狭く，比較的長い尾の巴文と小さな珠文をもつ。 294

~ 298は丸瓦。 294~ 297は凸面にヘラミガキおよび

ナデ調整，凹面は布 H痕を残す。 295および297の凹面

にはコビキ痕が認められる。 298は軟質の焼成で，凹

面にはコピキ痕およびゴザ目，吊り紐痕が認められる。

299 ~ 302は青銅製歴管。 299は先端部が欠損してい

る。 300・301は雁首。ともに，補強帯はなく首部を垂

直に曲げて火皿を接着している。 301の管には棒状の

炭化物が詰まっている。 302は吸口。吸口部を覆い肩

部が接着されている。 303・304は青銅製の刀装具。 303

は小柄の柄部。薄い金属板を折り曲げて，棟側で接着

している。 304は青銅製の鐸。耳に 4箇所の挟りが付

く地で，茎およびその両脇に罪と小柄の透かし孔を

もつ。象嵌などの装飾は認められない。 305~ 307は

石製品。 305・306は砥石。 305は安山岩系の石材質で，

306は泥岩である。 307は那智黒の碁石。 308は円盤状

を呈する土製ないし石製品。温石と考えられる。 309

~ 314は鉄釘。 309は頭巻釘。他は頭部あるいは先端

部が欠損している。 315 ~ 332は青銅製の銭貨。当該

整地より 18枚が出土した。内訳は宋銭が 5枚，寛永通

賓が 9枚，判読不明が4枚である。 315~ 318は永楽

通賓。 319~ 327は寛永通賓で，字体からすべて明暦

2年 (1658)までの鋳造とされる古寛永と考えられる。

328は一部判読不能だが，宋銭で口宋通賓と読める。

331・332は厚みから，それぞれ2枚重ねで錆付いてい

る可能性がある。

F層出土遣物（第41図）

既述のとおり F層はSBlOl付近のみで認められ，

SBlOl下層遺構であるSK206-213を被覆する整地で

ある。遺物の出土量はコンテナ 2箱で，青花皿，肥前

系陶器碗・皿・小杯，肥前系磁器碗.lIIl. 紅皿・蓋。青磁・

白磁瀬戸・笑濃系陶器細片，備飢系陶蹄灯明］皿襦鉢。

．瓶，施釉陶器葦軟質施釉陶器火入れ，主師質

土器皿。焙烙鍋。甕細片。焼塩壷崎，軒丸瓦，銭貨，鉄釘，

石製品などが認められる。これら出土遣物の大半は17

軌紀後半を中心としたもので，下部G層からの混入晶

と推定される。当該整地の所属については， 19槻紀中

菓まで下ると考えられる。

333は滝州窯系青花で，大lIIl口縁部。貰入が著しい。

334は肥前系磁器小杯である。 335は肥前系磁器で，井

桁文の碗。見込みに蛇ノ目釉剥ぎを施す。中野V-4

期に相当する。 336は肥前系磁器碗。大橋皿期に相当

する。 337は肥前系磁器で，型打による陽刻の捻文を

もつ染付lIIl。裔台畳に砂粒付着が認められる。大橋II

期に相当する。 E層と接合関係が認められる。 338は

肥前系磁器で，蛇ノ目釉剥ぎの青磁lIIl。中野W期に相

当する。 339は肥前系磁器で，ヘラ彫り文をもつ青磁

大皿。
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340は肥前系陶器碗。 341-344は肥前系陶器lIIl。

341は胎土目の皿で，大橋 I期に相当する。 342・343は

鉄絵皿。大橋 I・II期に相当する。 344は溝縁皿で，大

橋 I1期に相当する。 345。346は備前系陶器灯明皿。い
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第42図 E層遣物出土状況

ずれも内面に塗土を施す。 347~349は備前系陶器播

鉢。 347は口縁部の形態から，乗岡近世2-a期に相当

する。 349は体部外面に回転ヘラケズリ後塗土を施し，

乗岡近世3・4期に相当する。 350は黄橙色を呈する焼締

陶器の蓋。 351は軟質施釉陶器の火入である。

352は土師質土器で，輪積成形の焼塩壺蓋。 353~

357は土師質土器皿。 353・354は器形および胎土から佐

藤皿V形式およびX形式に相当する。 355~357は底

部に回転糸切り痕を留め，器形から佐藤皿AIII形式に

相当する。

358·359は鉄釘。 360~363は青銅製銭貨。 360は古

寛永通賓。他は判読不明だが， 363は2枚重なり錆付く。

364は円盤状の石製品。 308と同様，温石と考えられる。

E層出土遺物（第42-44図）

既述のとおり E層はSB101, SF101, SUlOlの基盤と

なる整地層である。遺物の出土量はコンテナ 3箱で，

青花皿，肥前系陶器碗・JIIl.,肥前系磁器碗・皿・小杯・蓋，

瀬戸・美濃系陶器碗・鉢，瀬戸・美濃系磁器碗，京・信楽

系陶器灯明皿・甕，備前系陶器揺鉢•大平鉢・サヤ鉢・灯

明皿・瓶，軟質施釉陶器急須，士師質士器皿・規炉，軒丸・

軒平・丸・桟瓦，瓦質土器羽釜，砥石などが認められる。

出土遺物には17世紀後半のものが一定認められ，他は

19世紀後半のものが占める。またSBlOlの出入り口に

相当するSFlOlの基盤で，埋納遺物 (375・376) を確

認した。掘り込みが認められず，当該整地途上で置か

れたと理解される。同形の備前小壺は，高松城天守地

下 1階の床面で埋納された状態で見つかっており，天

主建物解休後，明治35年 (1902) に建設される玉藻廟

の地鎮遣構と考えられ，神杜施設ならびに建物の地鎖

に関した類例となる。

365は肥前系磁器で，内面に鉄釉を施す掛け分けの

碗。大橋II-2期に相当する。366は肥前系磁器で天目碗。

大橋II期に相当する。 367は瀬戸・美濃系磁器で端反碗

である。 368・371は肥前系陶器で，鉄絵を施す碗およ

び皿。大橋II期に相当する。 369は備前系陶器大平鉢

である。 370は瀬戸・美濃系陶器大皿である。 372は備

前系陶器灯明1Ill。受皿で内外面に塗土を施し，底部に

は火欅痕が見られる。 373は京・1言楽系陶器で，櫛描文

をもつ灯明皿。 374は施釉陶器で型打の変形皿。内外

面を白色および透明色の釉を施す。底部には目痕が残

る。 375・376は備前系陶器壺および蓋。蓋付で確認し

たが，内容物は認められなかった。ともに外面に塗土

を施す。 376は体部上半にカキ且底部に刻印をもつ。

377・378は土師質土器1Ill。ともに灰白色の精良な胎

士をもち，口径は 9cmを測る。器形から佐藤皿V形式

に該当する。 379は瓦質土器羽釜。外面は上半部未調

整で，下半は煤化している。内面にハケおよびナデ調

整が認められる。 380は備前系陶器で，管状士錘。自

然釉が掛かる。 381は土師質製の寵。正面側にヘラミ

ガキを施す。胎土に角閃石を含む。 382・383は土師質

製の規炉。 382は型成形で陽刻文をもつ。 383は開口部

が口縁上端から切り込み，下端に突出部がつく。外面

は赤士により化粧し，ヘラミガキを施す。口縁内側に

受部となる突起が付き，その下方に円孔が認められる。

384は軒丸瓦。巴文が左方向に回転する。 385は菊丸

瓦である。 386は軒平瓦。中心飾りは宝珠文で，瓦当

面にキラコを塗布する。 387は鬼瓦の鰭部である。 388

は桟瓦である。 389は土塀瓦で瓦当面に刻印をもつ。

凸面は未調整，凹面は被熱している。

390・391は泥岩製の仕上げ砥石である。 392・393は鉄

釘である。 394は青銅製金具である。 395~ 403は青

銅製銭貨。 395。396は寛永通賓。 396は古寛永である。

397 ~ 403は判読不明で， 400・401は複数枚が重なった

ものとみられる。
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第4章総括

l 

以下，当調査地における時期的変遷ならびに各期に

おける遣構の構成について整理する。

I期 (17肌紀初頭）

調査地南部においてのみ確認した第 3遺構面に属す

る遺構である。南北方向の溝SD302の東側で，柱穴群，

土坑，溝状遣構など生活痕が密に残るが，その西側で

は希薄となる。柱穴群についてはSD302ほかSD301,

SX364・380 -382の配置からSB301を復元した。この

建物の東面には集石遣構ならびに土器埋納遣構が伴う。

こうした遺構群で構成される当該期の地割はN-15°-E

およびこれに直交し，かなり東に傾く。この点につい

ては大嶋2007bで指摘されるように海岸部の地形を反

映したものと理解でき以降の地割と比較すると，築城

当初にあってはその傾向がより強いと考えられる。所

属時期については，在地土器が高松城編年様相 1, 肥

前系陶器大橋 I-2期，備前系陶器乗岡 Ib・c期であり，

第 3遺構面を被覆する整地H層との関係から17冊紀初

頭の遺構群と考えられる。出土遣物については質・量

とも突出したものはなく，むしろ希薄である。また 1

X 3間程度の掘立柱建物を復元したが，当該遣構面に

おいて丸• 平瓦が少量だが認められる。当該遺構面の

廃絶についてはSX364など焼土・炭化層を伴う遣構が

散見されることから，火災が関係した可能性が考えら

れる。

II期 (17世紀後半~19世紀後半）

I期との間に空白期 (17世紀中葉）が存在する。調

査地南部で確認した整地H層が肥前系陶磁器大橋 II

-2・皿期，備前系陶器乗岡2a期の遺物を鉱含し該当す

るが，遺構を確認できない。この点については当地

点に中堀が開削され大手として整備される以前の段階

にあって，次節の絵地図で見るようにその位置関係か

ら当地点が街路に比定されることと関連される。

II期の主要遺構に中堀が挙げられるが，遺物では調

査地南部で確認した整地G層出土品により，時期なら

びにその性格について窺えることが多い。 G層につい

ては当地点で最も丁寧な整地として観察され，整地の

過程において周辺からの廃棄物とともに銭貨など地鎮

に供したとみられる遣物を包含する。所属時期は在地

土器が高松城編年様相 4, 肥前系陶磁器大橋皿期・中

野w期，備前系陶器乗岡2b期までが認められ，中堀開

削時期とされる17世紀後半に相当する。直接，中堀の

開削時期を確認するような調在を行ってはいないが，

中堀石垣上端とG層の標高との関係から，現時点で石

垣構築の時期をG層の所属時期としてよいだろう。
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中堀の廃棄時期については，ヘドロ状の泥炭化層に

19世紀後半の遣物を包含しており， この頃には堀とし

ての機能を失っていたと考えられる。その上位は入念

に整地されており，これにより別途土地利用された

ことが分かる。その他，調査地南部で確認された遺構

については，溝状遺構 (SD201・202), 土坑 (SK201・

202・204・205・214)が検出面ならび出土遺物からG層

と同様 17世紀後半に位置付けられるものの，遺構の

内容と遺物量から当該時期の生活域を示すものとは考

え難い。また南端に並ぶ礎石建物の基礎と考えられる

SK206 ~ 213については，整地F層に被覆されること

から19懺紀中葉以前の所産と推定されるが， 11I期の礎

石建物SBlOlとの関係や石材に豆矢の痕を留めるなど

後出する要素が多い。ただし，皿期SBlOlとプランが

合致せず上記の礎石基礎のうちで先行するSK210につ

いては，性格の異なる構造物の基礎である可能性があ

り，中堀西面から延伸した位置関係にあることからそ

の関連が留意される。 1I期の地割については，中堀を

含めN-5°-Eおよびこれに直交する主軸にほぽ統一さ

れる。やや東傾するが内堀および以西の中堀に近い方

位となり，皿期においても基本的に踏襲される。

m期 (19世紀後半~20世紀中菓）

調査地北部では堀埋め立ての整地，調査地南部で

は整地E層を基盤に構築された遺構面で， ともに19世

紀後半を上限としている。下限については，南部が

戦災で廃絶するのに対し，北部では被熱層など直接

的な戦災痕を残さないことから戦後に構築された遺

構が主体となるものと考えられる。調壺地北部では

石畳の路SF102, 建物基礎SF104, 戦災処理遺構と考

えられるSXlOlが認められる。調査地南部では，礎石

建物SBlOlおよびその基壇SFlOlが主要遣構であり，

SK108ならびにSU101が戦災遣物を包含した遺構とな

る。 SB101・SF101については，出土遺物に加えて絵地

図との位置関係から神社施設と考えられる。礎石建ち

の瓦耳となる建物跡であることから，本殿・拝殿以外

の施設と推定されるが，地下遣構SFlOlを伴い特異で

ある。路肩SF103・105については戦後の道路跡と考

えられるがSF103の下層に石組み溝が存在することか

ら，堀埋め立て直後から側溝が存在したと考えられる。

またSF103の主軸については中堀西面付近でN-92°-E

からN-95°-Eに屈曲し，以西の高松城に関わる区画が

当地点で東傾することを示唆する。いずれにしても，

I期後の調査地北部および南部の遺構のあり方から，

この道路は大きく位置を変えず踏襲されてきた結果と

して理解される。



麗 1期

17C初

＋ 

SD301 SX382 

＋
 

集
石
遺
構

埋
納
遣
構

1
J
 

4
 

璽Il期
17C後半-19C後半

＋ 

SK210 SK213 

SX101 
SF102 

lilll期

19C後半-2oc中葉 ＋ 

久

＋ -~ 

第45図遣構変遷図

-55 -



第2節史料との整合性（第46図）

以下，前節での遣構変遷と絵地図等の史料を比較し，

整合性を検討する。

I期，生駒時代初期の当地点に関する絵地図等史料

は確認できないが，生駒時代末期の絵地図と調査成果

とを比較すると， II期以降では後述のとおり街路周辺

に相当するのに対し，当該期では居住域に相当するう

えに地割方向も II期以降と異なることが分かる。程度

については不詳だが，城域中枢付近の景観が次期とは

異なっていたことが推測される。

II期について，中堀が開削される前後の時期を示す

ものに絵地図 1-3がある。絵地図 1・2は生駒時代

末期ならびに松平時代初期のもので中堀開削以前に相

当する。絵地図 3は享保年間のもので，中堀が開削さ

れ東ノ丸など新曲輪が認められる。中堀の開削された

位置については，絵地図 1の「いおのたな」と記され

た町屋とするのが定説であるがこれによれば調査地

点はその南端の「本町」と記された付近に相当すると

考えられる。調査成果において，これらの位置関係を

明示する遣構は認められないが調査地南部が当該期に

居住域でなかったと考えられることから，東西方向の

街路に面した付近であったと考えてよいだろう。

中堀の開削後になる絵地図 3では，新造された東ノ

丸の南側で新大手へと太鼓橋を通り登城する下馬所と

して描かれる。下馬所の北は土橋で新造された東ノ丸

と繋がる。南側は御用屋敷とされた武家地で，その東隣

中堀の対面側は町屋となっている。下馬所の南を通る

東西方向の街路は，絵地図 1・2では西の堀端から東の

本町まで直進し町屋を 1軒分過ぎた先でT字あるいは

クランクしているが，絵地図 3では堀端の武家地が南

に寄る。これについては「小神野夜話」にある享保3

年 (1718) の高松大火後御城火除けのために屋敷並

びを中堀から 5間南に寄せて腰瓦で再建したという記

述を反映したものと理解される。一方，町屋の街路は

クランクしていたが，絵地図 3では直線になっている。

弘化年間とされる絵地図 4では再びクランクしてお

り町屋の再編に関連した現象と考えられる。下馬所の

対面側になる武家地についても，絵地図 4では町屋が

統合され御殿となっており，東西の街路も堀端の武家

地から斜行して城門に至るようになっている。

このように中堀の東西において，武家地と町屋が接

する構成となっているが，絵地図 2の段階では町屋と

武家地を分け隔つように木柵が描かれている。その後，

曲輪が増設され新たに大手となる絵地図 3では，長大

な腰掛施設の南部に番所ならびに長屋門のような建物

が描かれるようになっている。さらに絵地図 4の段階

では，この箇所が2重に遮断する枡形のように描かれ

ており，随時厳戒になっていた様子が読み取れる。

また， II期においては礎石基礎が連続して確認され

ており，こうした施設との関連も念頭に入れる必要があ

るが，現状で確認できる位置関係や平面形態はこのよう

な遮断施設のかたちにはならない。一方でこの礎石

建物については皿期以降に明確となる神社施設との関

連が強い。絵地図 4において，東西方向の街路に北面す

る「若宮」と記された敷地が認められる。以降の絵地

図5・7では「琴平神社」と記され，東西の街路を挟み

中堀の対面に神社があったことが分かる。このことから，

調壺地南部で確認した II期の礎石基礎および11I期の遺

構については神社に関した遣構群と判断される。

中堀の開削時期については，「小神野夜話」，「英公

実録」，「三代物語・付録」（註1) などの記述から，東

ノ丸・北ノ丸の新曲輪造営および， これに続く新大手，

御殿建設といった寛文・延宝年間の大改修のなかで理

解でき，寛文11年 (1671) に東ノ丸を造り，新たに開

削した中堀の土を用いた埋め立てによって北ノ丸を築

造した， とするのが定説である。その完成は，北ノ丸

に建てられた月見櫓の土戸板に「延宝四年拾二月□□J
の墨書ならびに「延宝四年辰年二月二十二日北の丸矢

倉棟上」の小神野夜話の記述（註2) により窺われる。

調査成果で推定される中堀石垣の構築時期もこれに矛

盾しない。ただし， SXlOl出土の「寛文四年」の刻書

土器については出土状況において中堀との直接関連

を示さないものの，「英公実録」に記された裔松城の

城塁修築が許された年号と合致している点では留意し

ておく必要があろう。

中堀の埋没時期については，昭和 6年 (1931) まで

に随時埋め戻され別途，用地利用がすすんだ状況を

絵地図などから知ることができる。調査地付近につい

ては，明治45年(1912)の絵地図 5および大正9年(1920)

の絵地図 6によって埋め戻された状況が認められる。

絵地図 6では，下馬所に園路および馬屋をもった腰掛

のような施設と隣接して製材所になっており，明治末

期から大正初期に姿を消したことが分かる。調査では

19冊紀後半の遣物を図含したヘドロ状の堆積が認めら

れ，この時期より堀の維持管理が滞ったことが窺え，

その上位で認められる入念な埋め立てについても土地

利用の経過のなかで理解できる。その後も松平期に開

削された東側中堀の埋め立ては続き，戦後には家庭裁

判所から城内中学校へ変遷していく状況が絵地図で読

み取られるが，調査地南部がこうした開発から逃れて

おり，戦災直後の状況を保っていたことが分かる。
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以上のように位置関係については，検出した中堀石

垣および調査地を南北に分けた旧道路を定点とし，概

ね各期の絵地図と照合することが可能といえる。また

調査で確認した各遣構の時期についても，史料で認め

られる変遷ならびに年代観のなかで理解できる。



哀
讃岐高松城屋敷割図』

絵地図 3
ヽ
間

店
可
入
砕
年保享r

 

[ I 

; I llt 
コ

絵地図 7 『高松市新地図 大正 12年」

絵地図 6 『高松旧城内平面図 大正 9年』

―—さ~,,✓ヽ~-- -~ 

-- ---
港湾事務所 1 

魚市玩
， ー一 I、/'ぷ.:― ..  ， ， ． ー一 ＇ ， 悠、 9 ぶ - -- 2 

___ , I・--
ー・・・--・:.-j' 

・,_, 10 

: I 
J'15 - II ・'z
I 
1ヽ 、北浜 12B 
,,'<''_・ 夜

I ‘ 
I. I ' ,  13 

ペ・
s I 4 況.- 2 ヽ

;:R 竺 I'-.s • -_ 
, - --, . - :・・' 

城内中 1・-7 
4 

---------~--~): 本 j町

？丸3の7;内~----'゜［；島
絵地図 8 『高松市街図 昭和時代』

第46図 各期における絵地図（絵地図 2以外は上が北，丸囲みは調査地の比定地点）

-57 -



第3節歴史的評価と課題（第47図）

以上の整理および検討を踏まえて，調査成果の歴史

的な評価と今後の課題について述べる。

上記のとおり，調査地は松平初期に新造された島松

城の中枢部へ繋がる大手前にあたり，以降大改修のな

かった高松城にとって重要な位置を占める。その一角

で人隅を保った中堀石垣を確認できたことは，現在

は失われた新造曲輪の位置関係を明確にするものであ

り，その延長部分である昭和59年国追加指定の東ノ丸

石垣および復元整備された県民ホール，県立ミュージ

アムの石垣とともに，往時の曲輪ならびに武家地と町

屋とを隔てた堀の姿を再現できるものとして文化的に

高い価値を有する。

調査地となった下馬所については大手前地区とし

て，既に史跡高松城跡保存整備基本計画（平成 7年度

策定，平成22年度改定）において，史跡範囲に隣接し

た地区として追加指定および保存活用を図ることを指

針としている。当面の課題としては城内中学校跡地利

用があり， この指針に沿った対応が求められよう。当

該大手前地区については，堀のほか大手口に架かる太

鼓橋，東ノ丸に繋がる土橋，腰掛，武家地と町屋とを

隔てる城門施設（一ノ御門）が縄張り図において認め

られ，そのほかの下馬所に関わる埋没した施設ととも

に発掘調査による確認が必要となる。

また，南側の中堀堀端から今回確認した中堀南端を

通り抜ける位置において，都市計画道路高松海岸線が

計画されている。同路線については，これまで発掘調

査により中堀堀端の武家地に関する成果を蓄積してき

た経緯があるが，上記の整備基本計画では大手前地区

に南接することから，発掘調査による内容の確認にあ

わせて整備範囲と路線建設との綿密な調整が求められ

よう。

（註1): 「三代物語・ 付録」の内容は，香川 1989『香川県史第三巻通

史編近世 I』を参考にした。

（註2): 月見櫓についての記述は，松平公益会 1964『高松藩主松平頼

重偲』による。

第47図 整備基本計画と中堀石垣

-58 -



引用文献。主要参考文献

大嶋和則 1999a『史跡高松城跡（地久櫓跡，三ノ丸跡）史跡高松城跡

幣備に伴う埋蔵文化財調査報告書』高松市教育委員会

大嶋和則 1999b『（財）松平公益会事務所改築に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告書高松城跡（作事丸）』高松市教育委員会，財団法人松平公益

会

大嶋和則 2002『香川県弁護士会会館建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告高松城跡（松平大膳家中屋敷跡）』高松市教育委員会・香川県

弁護士会

大嶋和則 2004「高松城跡（外堀，西内町，共同住宅建設）」『高松市

内遣跡発掘調査概報一平成15年度国庫補助事業ー』高松市教育委

員会

大嶋和則 2006「高松城跡（外堀、兵庫町）」『高松市内遣跡発掘調査

概報一平成17年度国庫補助事業ー』高松市教育委員会

大嶋和則 2007a『史跡高松城跡整備報告書第1冊鉄門石垣調査・保存

整備工事報告書』高松市・高松市教育委員会

大嶋和則 2007b「高松城の発掘成果から」『四国村落研究会シンポジ

ウム港町の原像ー中世港町・野原と讃岐の港町ー』四国村落遺跡

研究会

大嶋和則 2008a『史跡高松城跡整備報告書第2冊石垣基礎調査報告書』

高松市・高松市教育委員会

大嶋和則 2008c『史跡高松城跡整備報告書第3冊玉藻廟解体・記録保

存調査報告書』高松市・高松市教育委員会

小川賢 2002「片原町遣跡」『香川県埋蔵文化財調査年報平成12年度」

香川県教育委員会

小川賢 2004『新ヨンデンビル別館建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告高松城跡（松平大膳家上屋敷跡）』高松市教育委員会・四電ビジネ

ス株式会社

小川賢 2005『共同住宅建設（コトデン片原町パーキング跡地）に伴

う埋蔵文化財発掘調究報告高松城跡（東町奉行所跡）』高松市教育

委員会・高松琴平電気鉄道株式会社

小川賢 2006a「高松城跡（寿町二丁目）」『高松市内遺跡発掘調査概報

一平成17年度国庫補助事業一』高松市教育委員会

小川賢 2006b『丸亀町商店街A街区第一種市街地再開発事業に係る隔

地駐車場建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告高松城跡（厩跡）』高

松市教育委員会・高松市丸亀町商店街A街区市街地再開発組合

小川賢 2007『寿町二丁目テナントビル建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告高松城跡（寿町二丁目地区）』

小川賢 2008『高松海岸線街路事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

第1冊高松城跡（江戸長屋跡 I)」

香川県 1989a『香川県史第三巻通史編近世 I』

川畑聰 2003a『史跡高松城跡地久櫓台発掘調査概報平成11-13年度

調査』高松市教育委員会

川畑聰 2004a『史跡高松城跡地久櫓台発掘調査概報平成14・15年度調

査』高松市教育委員会

北山健一郎 1999『香川県歴史博物館建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告高松城跡』香川県教育委員会•財団法人香川県埋蔵文化財調査

センター

小山騰 2005『ケンプリノジ大学秘蔵明治古写真マーケーザ号の日本

旅行』平凡社

財団法人松平公益会 1964b『松平頼壽偲』

佐藤竜馬 2003a『サンポート高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告第4-fllt高松城跡（西の丸町地区） 11』香川県教育委員会・

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

佐藤竜馬 2003b『サンポート高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告高松城跡（西の丸町D地区）』香川県教育委員会

末光甲正2003『紺屋町遺跡』高松市教育委員会

高松市 1957『重要文化財高松城ニノ丸月見櫓績櫓渡櫓水手御門

修理工事報告書』

高松市 1967『重要文化財高松城旧東之丸艮櫓移築修理工事報告書j

高松市 1971『史跡高松城保存修理工事報告書鞘橋解体復元工事報告

書』

高松市 1974『史跡高松城跡保存修理工事報告書石垣修理工事報告』

中西克也 2005『市街地再開発関連街路事業（高松駅南線）に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告書第1冊高松城跡（無量壽院跡）』高松市教

育委員会

中西克也 2007『市街地再開発関連街路事業（裔松駅南線）に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告書第2冊高松城跡（寿町一丁目）』高松市教

育委員会

乗松真也 2004『サンポート高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告第6冊浜ノ町遺跡』香川県教育委員会・財団法人香川県埋

蔵文化財調査センター

古野徳久 2001『サンポート高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告第3冊高松城跡（西の丸町地区） I』香川県教育委員会・

財団法人香川県埋蔵文化財センター

松本和彦 2003a『高松家庭裁判所移転に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

高松城跡（丸の内地区）』香川県教育委員会・財団法人香川県埋蔵文

化財調査センター

松本和彦 2003b『サンポート高松総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告第5冊高松城跡（西の丸町地区）皿』香川県教育委員会・

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

松本和彦 2007「野原の景観と地域構造一発掘成果を中心に一」『四

国村落研究会シンポジウム港町の原像ー中世港町・野原と讃岐の

港町一』四国村落遺跡研究会

森下友子 1996「高松城下の絵図と城下の変遷J『財団法人香川県埋蔵

文化財調査センター研究紀要w』財団法人香川県埋蔵文化財調査

センター

山元敏裕 1991「史跡高松城発掘調査報告書ー玉藻公園整備事業に伴

う埋蔵文化財発掘調査ー」『高松市文化財調査報告書』高松市教育

委員会

渡部明夫 1987『高松城東ノ丸跡発掘調査報告書』香川県教育委員会

-59 -



図版 1

1 中堀検出状況（東方向から）

2 中堀南西隅石垣検出状況（東方向から）



図版 2

1 中堀検出状況（東方向から）

2 中堀検出状況（北方向から）

3 中堀南西隅石垣検出状況

（北方向から）



図版 3

1 中堀検出状況（南方向から） 3 中堀南西隅石垣検出状況（東方向から）

2 第1遺構面調査区北部（東方向から） 4 第1遣構面調査区南部（西方向から）



図版 4

1 SBlOl検出状況（東方向から） 3 SK208検出状況（東方向から）

2 SBlOl礎石 1柱材痕（北方向から） 4 SFlOl柱座ハツリ痕（西方向から）



図版 5

9菱‘

1 第3遺構面（東方向から） 5 SX381 (東方向から）

2 第3遺構面遺構検出状況（西方向から） 6 SX381 (北方向から）

3 集石遺構（南方向から）
'" ,' 

7 SP3105 (西方向から）

4 SD302 (北方向から） 8 SB301 P-4 (南方向から）



図版 6

1 E層出土地鎮遣物（北方向から） 5 SBlOl礎石4根石検出状況（北方向から）

2 SBlOl礎石 2・6根石検出状況（北方向から） 6 SK210・212 (南方向から）

3 SBlOl礎石 2根石検出状況（北方向から） 7 SK209 (南方向から）

4 SBlOl礎石 l根石検出状況（南方向から） 8 SK207 (南方向から）



1 SK201・202およびSD201(西方向から）

2 第3遺構面埋納遺構（西方向から）

3 G層出土青銅製鐸

4 G層遺物出土状況 (240)

5 G層遺物出土状況 (230)

l 

6 G層遺物出土状況（北方向から）

疇

7 調査地南部土層（東部，北方向から）

8 調査地南部土層（中央部，北方向から）

図版 7



図版 8

1 SFlOl (北西方向から） 5 SK310 (北方向から）

2 SBlOl出入口部（北方向から） 6 SF103, SXlOl (東方向から）

7 堀石垣簾状ノミ痕

4 SUlOl床組み検出状況（南方向から） 8 中堀埋め戻し状況（東方向から）



図版 9

248 

245 

~ 

249 

1 G層出土遣物

2 第3遺構面出土遺物 3 SK108出士遣物



図版 10

369 

1 E層出士遺物

2 SK365出土遺物 3 SF104出土遺物



図版 11

3 礎石 2据付坑出土遺物

147 

43 

1 SFlOl検出時出土遣物 4 SXlOl出土遺物

5 E層出土遣物

375 

2 SBlOl礎石 1・6検出時出土遺物 6 E層出土埋納遺物



図版 12

1 G・F層出土遣物

2 G層出土遺物



図版 13

205 

1 H層出土遺物

2 SXlOl出土遺物理兵衛焼

3 G層出土遣物 4 中堀およびSXlOl出土遺物



図版 14

1 G層出土瓦

2 調壺地南部，第 1遺構面

出土瓦



図版 15

1 SUlOl出土瓦

2 中堀， SXlOl出土瓦



図版 16

386 

1 SK214出土瓦 3 E層出土瓦

169 

97 

2 第3遺構面出土瓦 4 SUlOl出土金属製品



図版 17

303 

111 

92 

1 G層出土刀装具

4 H層および第 3遺構面出土金属製品
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3 G層出士鉄釘 6 E層出土金属製品



図版 18
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1 第1遺構面出土鉄釘 2 SXlOl出土陶製枡・蓋

3 出土石製品および土製品 4 G層出土脚付火鉢



図版 19

出土銭貨



図版 20

68 

1 SD201,SK203 -205,SK214出土遣物 2 SXlOl出土刻書土器

289 

256 

258 

266 

3 G層出土遣物



図版 21

1 E層およびF層出土遣物

278 

2 G層出土遺物



図版 22

1 SK203出土遺物 2 出土遣物硯

36 

3 出土遺物焼炉 4 SXlOl出土鯖瓦

5 出土土師質製品 6 埋納遺構出士遺物



団版 23

ー SK310出土骨
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3
 

SXlOl出土陶製ボタン

2
 

SXlOl出土ガラス皿 4
 

出士ガラス瓶
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